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1atter，duringthe militaryexpedition of（二hingisKhan toconquerthestate of

TangYud（西夏），¢lSar COntributed significantly to the success ofoperati（）nS，

becauseofwhichthey（）ungerbrotherwasglVenthehonourofofficiatingatthe

ritualsft）rWOrShipplngAlaγS裏Ide・

Asamatter（｝ffact，thereare twospecificpolntSOfinteresttome・Firstly，

fbrcenturies，thosewho have ofnciatedatritualsfbrTol（）iEJen，theyoungest

son（）f（二hingisKhan，havebeenactivelylnVOIvedwith the ritualsfbrAlayS71ldp

asrepresentativesofTol（）iEJen・Secondly，includedintheprayerbo・）k（）fAlay

SdIdpis a phrase which reads，Created by BodanEar，Symbolizing the clan（）f

BmJ＊n・F・）r this reas（）n，the author・）fthis paperthinks thatAlaySiildpwas a

guardiandeityft）rtheclanofBoIJ癖n，WhoproducedthefhmilyofChingisKhan，

andthattheritualswerepresidedoverbyToloiEJen，theyoungests（）n（）f（二hinglS

Khan・Mong（）liahaslnaintainedthesocialtraditionthatafbmilyestateist（）be

inheritedbytheyoungestchild・In thisc（）nteXt，thereft汀e，itseems tobel（）gl－

calt（；assulnethatToloiEJen，theyoungestchild，WaStheonewh（），aSaleglti－

mateheir，SuCCeededtotherighttopresideovertherituals（）fAl〟γSiildp・Which

hadbeenregardedastheguardian（）ftheKhan f加一ilyft）rCenturiessince the

ancienttilneSOfBodanEar，theirlegendarYanCeStOr・
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はじめに

内蒙古自治区の西部，黄河の大湾曲内に位

置する高原地帯をオルドスとよぶ。この地域

にチンギス・ハーンとその－一族を対象とする

祭殿と祭祀が数百年にわたって維持されてき

た。モンゴル族はこの祭殿を「八つの白い天

幕」（Naiman（二aYan Ordun）と　よぶ

（SayinJirpl＆畠araldai1983。以下「八白宮」

3　祭祀者が語るアラク・スウルデの実態

3．1アラク・スウルデの移転

3．2　インフォーマントと祭祀者集団

3．3　祭祀者集団の職掌と管理体制

3．4　アラク・スウルデの祭祀

4　結びにかえて

4．1アラク・スウルデの主宰者は誰

なのか

4．2　アラク（まだら）という表現の

政治的な意義

と略す）。ロブサンダンジンの『黄金史』第

268節では，チンギス・ハー′ンの祭殿を「あ

まねく国々の守護神，永遠なる全世界の支柱

たる八白宮」（qamu†ulus－un Sittlgen b（）lu－

Yad，qamuY－un mihgke qadasun Nai1－1an

（二aYan Gerb（）lbaij－a）と位置づけている

（1．ubsangdanJin1990，P・127）。『蒙古源流』

によると，モンゴルの歴代大ハーンは即位の

ときあるいは即位後に八白宮に参拝しなけれ
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ばならなかった（SaYangSeeen1956，manu－

SCritA，P・143，manuSCritB，P・126，manuSCrit

（二，P．142）。ハーン位につく者は，チンギ

ス・ハーンの御前で自らの正統性を確認しな

ければならなかった。『黄金史』と『蒙古源

流』の記述からもあきらかなように，八白宮

は，モンゴルの歴史のなかで大きな政治的な

役割を果たしてきたのである。

1911年，ハルハ・モンゴル諸部が独立を

宣言する。独立したジェブザンダンパ政権は，

1913（共載三）年にオルドスのウーシン旗の

札薩克チヤクドラセレンと連絡しあい，八白

宮を外モンゴルへはこび，新生国家のシンボ

ルにしようとした記録1）がある（Ed址esig

他1981，PP．207－208）。時代がうつりかわっ

て1990年代にはいり，国名をモンゴル人民

共和国からモンゴル国に改めた現在，ウラン

バートルなどでは独自のチンギス・ハーン祭

殿を建設しようとする動きが活発化している

ことを筆者は確認している。これにはオルド

スにある八白宮の祭祀者たちも積極的に関与

している（DavaJamStl1998，P．10）。チンギ

ス・ハーンの祭殿を国家と民族の統合の象徴

とする思想は昔もいまもかわりはない。

八白宮以外にも，オルドス地域には複数の

祭殿と祭祀が存在する（Say両i叩1＆弘ral－

dai1983，PP．389－412，ホルチャバートル＆楊

1997，PP．69－70）。これらの複数の祭殿は，八

白宮を中心に，その祭祀活動は相互に密接に

関連し，連動していたことを筆者は指摘して

きた（楊1995，1996，1998，1999．ホルチャバ

ートル＆楊1997）。その際，具体的には以下

のことを明らかにした。

まず，祭祀者集団に焦点をあててみよう。

八白宮の祭祀者集団はダルハト（Darqa。）
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とよばれる。ダルハトは左右（東西）両翼に

分かれ，内部において18のケシク（kesig）

と称する組織に編成されていた。ケシクは本

来大ハーンの親衛部隊を意味することばであ

る。右翼（西部）ダルハトは，チンギス・ハ

ーンの祭殿八白宮の祭祀を主宰し，かれらは

基本的に十三世紀ころの有力な部族出身者の

血統をひく。左翼（東部）ダルハトは，チン

ギス・ハーンの軍神とされる黒いスウルデ

（¢lr－a Stllde）の祭祀を主宰し，こちらの方

は親衛軍ケシクゆかりの者からなっていた。

このように，ダルハトは出自を超越した祭祀

者集団である（楊1995，PP．27－34）。ダルハト

たちが主宰する八白宮祭祀は，複雑な儀礼体

系からなるが，首尾一貫しているのは，全モ

ンゴル族の政治的統合を強化しようとする明

確な目的である（楊1995，P．49）。ダルハト

たちはまたヤムタト（yalmltad）と称される。

ヤム（yaIml）とは大ハーンからの特別の恩

賜を意味し（楊1995，P．31），ヤムタト（恩

賜保持者）とは，いわばかれらの特権的な一

面を示す名称である。八白宮以外の祭祀にた

ずさわる祭祀者もダルハトの身分をもち，ヤ

ムタトと自称する。

つぎに，八白宮祭祀とオルドス地域にある

ほかの祭祀活動との関連性に注目してみよ

う。一例として，オトク旗にあるトロイ・エ

ジンの祭祀をあげることができよう。祭祀は，

チンギス・ハーンの末子トロイ・エジンを対

象としている。

モンゴルにおいて，末子はオトゴン

（（）（小ln）とよばれる。これは「火を守る人」

の意味である。末子には，－一族の象徴である

炉をまつり，「炉と火の息子」とtて父親か

らの財産と歴代祖先をまつる「祖先祭祀」の

1）原文の　▲部は以卜の通りである　右lI・1i函illll）と1－叩1日川l血でk注1甲r－…一km甘il）厘山k▲j止i11日l（）1乙川

11川甘yol亡tl（トiill）i・1tO（111111†ul（1u SとlVi（l jiy…1、▼1111㌢11111）ie座Y血、jLl11－yin cIYul咋…－uJil、こl†、肌唱

（二項Il、sere”gイulrt11－Ililw一）ぐ…∴kttI心、1－ぐkiI”Jltl伸l・（二i日脚（岬＝－u一）ぐy－tLl）こ1、til（l川l†Lilk－

iIY－こl一一日川一一…（1日J■el（1ぐl）（・r（leni－yi”冊l）こIkerrgSdj小叩11－1111J什gぐCl（lulilkLl一でglぐ糾lLLktHtli1－i（1州Itu－

hilI、SiljiかlflHj止l（11卜l）と1－・j油（11日－hrl叫雨柾…‥（t二（ltlktり両他1981、1）Ⅰ）．2（）7－2日射「
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主宰権を継承する権利と義務がある（楊

1996，pP．658－660）。このような伝統から，末

子トロイ・エジンの祭祀者たちは，毎年陰暦

3月20日すなわち八白宮の「春季大祭」の

前夜にガリル（pril）祭をおこなう。八白宮

の近くで極秘に挙行されるガリル祭は，チン

ギス・ハーンを生んだ「黄金家族」（altan

uruYtan）のボルジギン部（BorJigin OboY）

内部の家族祭である。ここで，トロイ・エジ

ンの祭祀者ダルハトたちは，末子トロイ・エ

ジンを代表してチンギス・ハーン一族の歴代

祖先をまつる，という演出をする。その意味

で，末子トロイ・エジンの祭祀者たちが主宰

する祖先祭祀は，八白宮祭祀の一部を構成し

ているといえよう。

第三，モンゴルの政治と宗教の理論的体系

（ti汀ti葺asin qoyaryosun）のなかで，八白宮

祭祀やトロイ・エジン祭祀はいかに位置づけ

られているのだろうか。この点をわれわれは

『十善福自史』（朗肌仇叩血鮎湘用句阿

れ滋如）に求められよう（楊1995，PP．42－44，

1996，P．693）。この書は，13世紀にフビラ

イ・ハーンが著し，のちにホトクタイ・セチ

ェン・ホン・タイジが再編集したと伝えられ

る（IJiuJinsuo1981，PP．3－4）。『十善福自史』

はそのなかで，八白宮の原型であるモンゴル

帝国の「九大象徴」（画1nyekebelge）とそ

の祭祀者たちの爵位と職掌，祭祀儀礼として

の四季大宴および祭祀の指針書「黄冊」（Sir－

a Bieig）などについて詳しく規定している

（I」iuJinsuo1981，PP．85r89）。つまり，祭祀

活動が具体的にどのように運営されるかにつ

いて，「黄冊」を検討しなければならないと

いうことである。

「黄冊」は後世に具体化，充実化され，通

常では『金吾』（A〃〃托β廟）と称されるよう

になった。文化大革命のとき，八白宮内の

『全書』類はほとんど失われた。筆者はモン

ゴル国中央図書館に保管されていた二種類の

『全書』，内モンゴルのインフォーマントから

入手した『金吾』，計三種の『金吾』を整理

し公開した（楊1998）。

『全書』には八白宮祭祀に負うべきモンゴ

ル各部族の義務（alba），祭祀に使用する各

種祈祷文などが含まれている。政治との関連

から見た場合，『全書』が歴代ジノンもしく

はハーンによって書写されていた現象は注目

すべきであろう（楊1998，PP．67－76）。『金吾』

の書写は，年代記の編纂と同等に重要な政治

行事であり，おそらくハーンの即位とも関連

していた可能性を筆者は以前に指摘した（楊

1998，PP．68－71）。さらに，『全書』のなかに

年代記の内容を思わせる記述があり（楊

1999，P．205），書写のくりかえしには，モン

ゴルの歴史が反映されているといえよう（楊

1998，PP．67－76）。

オルドスにあるさまざまな祭祀は，チンギ

ス・ハーンとその一族を対象とするだけでな

く，もうひとつ，トウク・スウルデ（ttl西山Ie）

の祭祀にも政治的な意味合いをもたせてい

る。トウクは旗帯で，スウルデとは，魂

（stlr）がやどる守護神であると理解されてい

る（ウラヂミルツオフ1936，PP．348－349）。

モンゴル族はトウクとスウルデを国家や民族

のシンボルとして理解している。本論文では，

ウラヂミルツオフの見方にしたがって，スウ

ルデを守護神と訳す。

オルドス・モンゴルは主として三種類のス

ウルデを維持してきた。黒いスウルデ（¢lr－

a stllde）は，チンギス・ハーン自らがまつ

っていたモンゴル軍の軍神とされている。筆

者は，黒いスウルデはおそらく『十善福自史』

にある国家の「九大象徴」の筆頭にされてい

るl黒い旗」（住111－aTll†）が原型ではないか，‾＼

と想像している。遅くとも元朝のときからス

ウルデは国家のシンボルのひとつとしてまつ

られるようになったのであろう。先に述べた

八白宮の祭祀者集団ダルハトの半分は軍神黒

いスウルデの専属祭祀者で，黒いスウルデの

祭祀は八白宮の祭祀体系に吸収されたかたち

になっている（楊1999，P．137）。

もうひとつ，白いスウルデ（ea甲nSdde）
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がある。黒いスウルデが軍神であるのに対し，

白いスウルデはモンゴル帝国の象徴とされ

る。筆者は以前，白いスウルデの祭祀者集団

に直接インタビューをし，白いスウルデ祭祀

の実態を報告した（楊1999，PP．135－212）。

その結果，以下のことが判明した。

本来，白いスウルデは大ハーンの駐在する

チヤハル・モンゴル部によって維持されてい

た。チヤハル部は後金国に激しく抵抗したた

め，厳しい再編成を余儀なくされた。モンゴ

ルが後金国の支配を受けいれていく大変動の

なかで，おそらくは17世紀なかばころから

白いスウルデとその祭祀者たちはオルドス・

モンゴルに合流した。白いスウルデの祭祀者

たちはオルドスのチンギス・ハーン祭殿，八

白宮に精神的な支援を求めた。白いスウルデ

の祭祀をオルドスで維持していくなかで，

『蒙古源流』の著者サガン・セチェン・ホン・

タイジとその直轄集団が積極的に関わったこ

とが検証されている（楊1999，PP．135－193）。

三番目にあげなければならないのが，アラ

ク・スウルデである。アラクとは「まだら」

の意味である。軍神とされる黒いスウルデと，

帝国のシンボルと見られる白いスウルデに関

する従来の諸研究を土台に，本研究では文書

記録と実際に祭祀にたずさわっていた祭祀者

たちの証言にもとづいてアラク・スウルデの

祭祀の実態を再現する。それによってモンゴ

ルの祭祀活動における「スウルデ祭祀」の政

治的な意義を検討するご）。

ここで最後に，本論文で使用するモンゴル

文史料，年代記に関する私自身の観点を明示

しておかなければならない。『モンゴル秘史』

は，エルデンタイとアルダシャブ両氏がモン

ゴル文に還原註釈し，1986年に内蒙古教育

出版社から出版されたものを引用する。モン

ゴル各部の万言はもちろん，トルコ語やダウ

ール語，満洲語についても豊富な知識をもつ
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両氏の注釈が，数多い『モンゴル秘史』の訳

注書類のなかでも，もっとも適切である。な

によりもチンギス・ハーン祭祀を観察し，八

白宮の指針書である『金吾』を引用した註釈

は，画期的な作業であり，チンギス・ハーン

祭祀を研究する筆者のような人類学学徒にも

っとも有用である。また，ロブサンダンジン

の『黄金史』は，1990年にウランバートル

から出版された影印本（lJubsan酢lanJin1990）

を使用する。ただし，『黄金史』の節の分割

については，チョイジ氏の校注本（e（）河i

1983）を参考にする。なお，人名と地名のカ

タカナ表記は現代オルドス・モンゴル語口語

に近い方式をとる。

1アラク・スウルデに関する従来の研究

ここでは，アラク・スウルデに関する従来

の研究を回顧する。

1．1アラク・スウルデに関する従来の研究

アラク・スウルデに関する研究は決して多

くないが，いずれも年代記と関連づけている

ため，ここでまず，『モンゴル秘史』第170

節，『黄金史』第170節に現れるアラク・ス

ウルデ（トウク）に関する記述を見ておく必

要があろう。ケレイト部のワン・ハンとジャ

ムハの連合軍にチンギス・ハーンがたちむか

ったときのことである。チンギス・ハーン側

の先鋒をなしていたオルクト（Orqtld）部と

マングト（Man卯ld）部を指してジャムハ

は，つぎのように表現した（Eldengtei＆

AIてlajab1986，PP．493－495）。

iletlken－eeetlldtlJida－dur（ladtlYSanlrgen

tede，

幼少のときから剣や槍になれ，かれら

は。

2）黒，日，アラク以外にも，オルドスには複数のスウルデ祭祀が存在する′．他のスウルデについても，

今後逐・とりあげていきたい
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qaraYeiYudalaYeiYudtuY－tanbuitede．

黒とアラクの露などがある，かれらに

は。

『黄金史』にもほぼ同じような語句がある

（LubsangdanJin1990，P．60）。従来の諸研究

はいずれも上述の記録にあるアラク・トウク

（スウルデ）に注目している。

1．1．1サインジャラガルとシャラルダイの

研究

チンギス・ハーンの八白宮祭祀に関する里

程碑的な研究として，サインジヤラガルとシ

ャラルダイの『黄金オルドの祭祀』（A払川

仇血…7り呼〟）をあげることができよう。

この著作の出版にはつぎのような背景があ

る。

共産党政権下の，1958年の人民公社化に

ともない，モンゴルなどの少数民族の伝統文

化は破壊の対象とされた。チンギス・ハーン

祭祀をはじめ，オルドス地域にあったさまざ

まな祭祀活動がすべて禁止された。約二十数

年間の政治的な混乱を経たあと，1980年代

初頭には伝統的な祭祀活動の復活と維持が，

民族文化復興の最優先課題のひとつとなっ

た。八白宮の祭祀者であるシャラルダイと文

人サインジヤラガルは，1958年以前にオル

ドス各地に存在していた諸祭祀の祭祀者に精

力的にインタビューし，『黄金オルドの祭祀』

を書きあげた（SayinJi叩1＆Saraldai1983）。

『黄金オルドの祭祀』はチンギス・ハーン

の八白宮祭祀，祭祀者ダルハトの社会組織を

中心としながら，「遊牧民の守護神スウルデ」

という章をもうけ，チンギス・ハーンの軍神

とされる黒いスウルデ，モンゴル帝国のシン

ボルとされる白いスウルデなどについても詳

しく記述している（SayinJi叩1＆Saraldai

1983，PP．280－344）。ここでは，アラク・スウ

ルデについての両氏の報告をまとめたい。

サインジヤラガルとシャラルダイは，つぎ

のように報告している。アラク・スウルデは，

チンギス・ハーンの軍神黒いスウルデの祭祀

についで大規模な祭祀活動のあった守護神

（stllde sit的en）であるという。このアラ

ク・スウルデが上述の『モンゴル秘史』に見

られる「バラーン・アラク・トウク」（bara甲n

ala†ttl†）に相当するか否かは断定は難しい，

と憤重な態度をとっている（SayinJi叩1＆

畠araldai1983，PP．334－335）。

アラク・スウルデは，チンギス・ハーンの

弟で，名射手ハサルの守護神（sittlgen）で

あるとも伝承されている。ハサルがタングー

ト（西夏）を征服したときから，オルドスで

まつられるようになったという。一部の年代

記，たとえば『黄金史』第266節では，チン

ギス・ハーンがタングート征服の際に，弟ハ

サルも同行したと伝えている（l」ubsangdanJin

1990，PP．12ト125）。サインジヤラガルらは上

記の民間伝承と年代記との関連についても，

懐疑的である（SayinJi叩1＆畠aral。ai1983，PP．

334－335）。

アラク・スウルデを弟ハサルの守護神とす

る伝承をサインジヤラガルとシャラルダイ両

氏がまったく否定したわけでもない。両氏は

さらにウラーンチヤブ盟ダルハン・ムーミン

ガン旗でまつられている　巨、サルのスウル

デ当についても情報を集めていた。ハサル

はチンギス・ハーンの為政に鼎力を捧げ，そ

封　サインジャラガルとシャラルダイが言及したウラーンチヤブ盟ダルハン・ムーーミンガン旗のハサル

の祭殿に関する情報を整理しておこう　ハイシッヒは内モンゴル獅井究宵ドルンガ（l）（）一・11日肝こl）
からの十lt潮を伝えている　それによると，195糾」1日，ドルンガはウラーンチャフ盟バヤン・オ

ボー近くにあるプラクン・クンデイ一一にあるハサルの祭殿から文吉と絵を収集した＿　丈吉のなかて

とくに注目されたのは，1）『アルクン・トプチ』佑′′如～ヴ仰…〃／／′川／√ノルム′冊ノ日日〃〟小　と2）『里

チンギス・ハーンの祭祀の書』り坤J〃仁山頑、ヴ′仰…／〟仙川用〟W√〃…／仙である．ハイシソヒは

『アルクン・トプチ』について検討した（Iltliか厘1987，I）Ⅰ）・2（〕9－223）L『里チンギス・ハーンの祭祀
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の部衆はのちにホルチン部（隼）reinayima†）

に発展した。オルドス部のなかにもホルチン

という父系親族集団（隼）reinObo†）は多く，

八白宮の祭祀者集団ダルハト内にもホルチ

ン・ケシクというグループがある。これらの

ホルチンたちがハサルのスウルデをまつるの

も不思議ではないという（SayinJi叩1＆畠aral。ai

1983，P・335）。

サインジヤラガルらはアラク・スウルデに

ついてこれ以上の論考をしていないが，さら

に別の情報を提供している。それによると，

オトク旗のほかに，ハンギン旗にもアラク・

スウルデ（アラク・トウク）がまつられてい

たという。ハンギン旗の方はモンゴル最後の

大ハーン，リクダン・ハーンのスウルデであ

ったとされている（SayinJi叩l＆Saral。ai

1983，P．340，PP．409←410）。清朝時代には旗街

門が主宰する祭祀があり，その実態を示す複

数の文書が『チンギス・ハーンの八白宮』に

収録されている（Narasun＆Vangeu†1998）。

その後，サインジヤラガル氏は別の論文のな

かでハンギン旗内でまつられていたリクダ

ン・ハーンのアラク・スウルデについて詳し

く報告している（SayinJiYal1991，PP．51L61）。

1．1．2　ホルチャバートルの研究

オトク旗出身の民族学者ホルチャバートル

は，オルドスでまつられていたアラク・スウ

77

ルデはおそらく上述の『モンゴル秘史』など

に現れるスウルデであろうと推測している

（ひlreabaYatur＆t月tlm－e1991，PP・71－72）。

『黄金史』第221節によると，ハサルとチ

ンギス・ハーンは一時シャマンの謹言によっ

て仲を悪くしたことがある。ハサルに分け与

えていた四千戸の属民から千四百戸を減らす

措置をチンギス・ハーンはとる。のちに二人

は母親の調停で仲直りをする（LllbsangdanJin

1990，PP．94－95）。ホルチャバートルはこの記

述に注目し，以下のような興味深い仮説をう

ちだしている。以前にチンギス・ハーンがさ

しおさえた千四百戸の代りにオルクト部とマ

ングト部を与えたことから，ハサルがアラ

ク・スウルデをまつるようになったかもしれ

ないという（ひlreabaptllr＆b拍Im－e1991，

pp．72）。つまり，本来はオルクト部かマング

ト部の守護神であった露が，属民の領有権の

移行によってハサルに祭祀権が移った，との

説である。

サインジヤガルとシャラルダイは，アラ

ク・スウルデがハサルの守護神かどうか明確

な見方を示さなかった。これに対してホルチ

ャバートルは，ハサルがアラク・スウルデを

まつるようになった経緯を推測するなど，ハ

サルとアラク・スウルデとの関連にかなり肯

定的な態度をとっている。

の吉』は，後世のハーンがチンギス・ハーン祭祀における諸儀礼をとりおこなう際の一軒頃を記した

もので（（二1－io（1（）1989／1991、Ⅰ）．19畑　かつてチヤハルノカrが日辛していたチンギス・ハーン祭仙二

関するものであろうとの兄姉がある（qlll・〔；119帆1，1）．112，I）．119）ハサルの祭殿から見つか／了ても，
チンギス・ハーン祭′l拙二関する祭祀吉である，との点は半片も持回している－．ケルレン・バラス・

ホトのチンギス・ハーン祭殿のように，モンゴルの有力な政治家たちが八日宮とは別に，新たにチ

ンギス・ハーン祭殿をつくったことがあi上　その際，祭祀文書は八日宮のものを吉写した（楊

1998，1）l）．1（ト13仁　したが／了てハサルの祭殿にあった『里チンギス・ハーンの祭祀の吉』も本来はオ
ルドスの八日宮のものであ／〕た‾日用巨件も排除できない　近隼，ハサルの祭祀に関する研究

（Stt日脚llilleiH198且I）I）．35－・√14．Dillこl叩lrtMl針且I叩．朋－50）も現れ仁ハサルの祭祀を維持する祭

祀音がハサルの直系千孫であ／∴た（S川紺▲1、illとi1－1989、PP．35－44．1）illi…Wrl）こ11錮且I）I）・47一ノ18）こと

は，プロlすべきである．八日宮の祭祀では，もと瑚回）了孫や有力部族出身音がチンギス・ハ一一ン

をまつることになっている　職1995，Ⅰ）Ⅰ）．29－－3′日　出日を超越した集川がチンギス・ハーンをまつる

ことによって，祭祀の政治統合の旧杓を強めている　職1995，I）．34、I）・49）これに対して，ハサル
の祭祀は「家族内部の祭祀」とのイメージが強い
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1．2　アラク・スウルデの祭祀文書

1954年春，内モンゴルの学者メルゲンバ

ートル氏がアラク・スウルデの祭殿に保存さ

れていた『チンギスの黄色い伝記』（良明か一

元柁滋ト〝71叩粛　とよばれる手写本を入手し

た。写本は『蒙古源流』の一抄本で，1962

年に出版され（MergenbaYatur1962），通常

「アラク・スウルデ本」とよばれるようにな

った。チンギス・ハーン一族の系統を記した

年代記が保存されていたことから，アラク・

スウルデはきわめて重要な政治的な役割を果

たしていたのではないか，と推察できよう。

アラク・スウルデの祭殿とは別に，チンギ

ス・ハーンの祭殿八白宮にも数多くの祭祀文

書が保存されていた。1957年夏にオルドス

の八白宮を訪れたモンゴル人民共和国のリン

チン氏は，「アラク・スウルデの献香および

祭史」（Ala†Stllde－yinsangbiigediieigoruSi－

ba）という文書を入手し，後日発表している

（Rintchen1959，PP．99LlOl）。リンチン氏の

テキストには，rイケ・ジョー盟オトク旗の祭

祀用冊子」ということばがある（Rintchen1959，

p．97）。その後，筆旨が公開した八白宮の指針

書『全書』のなかにも「アラク・スウルデの

献香」（Ala†Stilde－yinsang）と「アラク・ス

ウルデの祭史」（Ala†StlldetakilY－a－yiniieig）

が含まれていた（楊1998，PP．90－91，

pp．177－179）。このように，チンギス・ハー

ンの祭殿に，オトク旗内で使用されていた祭

祀文書が保管されていた事実から，アラク・

スウルデの祭祀活動はなんらかのかたちで八

白宮祭祀と関連していた可能性を示している

のではなかろうか。

社会主義時代，アラク・スウルデの祭祀は

長く中断されていたため，1980年代初期に

なると，祭祀のときに唱えられていた各種経

文は失われ，それを記憶している人も少なく

なっていた，とサインジヤラガルとシャラル

ダイは報告している（SayinJi叩l＆畠araldai

1983，P．338）。1996年に筆者が訪れたときも，

状況は変わっていなかった。

以上，アラク・スウルデに関する従来の報

告と研究を整理した。1980年代から1990年

代にかけての研究は，資料不足の制約をうけ

ていたため，不充分な一面もあることは否定

できない。近年，楢案資料の公開により，ア

ラク・スウルデ祭祀に関する情報は少しずつ

増えてきた。本研究は，新しい文書史料と祭

祀者からの情報に依拠していることを強調し

ておきたい。

2　文書史料からみた祭祀状況

本章では，文書（楢案）史料を分析し，清

朝後期から中華民国時代を経て，中華人民共

和国成立後の1950年までの祭祀状況を回顧

する。

2．1文書史料の概要

チンギス・ハーンの八白宮祭祀をはじめ，

オルドス地域にある諸祭祀に関する文書史料

をいち早く公開したのは，地元の伊克昭盟梢

案館である。『成吉思汗八自室』と題する七

韓の文書集を1985年から1987年にかけて，

謄写版印刷で世に呈示した。筆者の初歩的な

検索の結果，『成吉思汗八白室』のなかに，

オトク旗領内のアラク・スウルデに関する資

料はひとつだけ（Narasun＆Erdemttl1987，

p．50）収録されていた。

文書集の編集と出版を陣頭で指揮したの

は，オルドスのウーシン旗出身のナラソン

（Narasun）氏である。七韓の『成吉思汗八

自室』は，祭祀の詳細な記録をはじめて世に

公表したことに大きな意義があた。しかし，

当時の状況では，祭祀に関するすべての楷案

資料を包括することはできなかった。祭祀に

はモンゴルとしてのアイデンティティが貫徹

されていることから，その後，資料を一層充

実させて公表する必要性をナラソンら内モン

ゴルの知識人たちは痛感した。かれらの努力

の成果として，1998年に新たに『チンギス・
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ハーンの八白宮』（Narastln

＆Vangetl†1998）が出版

された。編集者のひとり

ナラソンは筆者に，『チン

ギス・ハーンの八白宮』

には中国全土から集めた

千点以上の楢案が網羅さ

れている，と語った。

『チンギス・ハーンの八

白宮』は所収文書を基本

的に年代順に並べている。

そのうちアラク・スウル

デに関する文書が約80点

ある。この80点の文書を

年代順にまとめたのが表

1である。表1の文書の

番号は年代順にしたがっ

て，筆者がつけたもので

ある。アラク・スウルデ

に関する文書は，1865

（同治四）年を上限とし，

下限は1950年10月20日

に至る。80点の文書を内

容的に以下のように分類

できよう。

（1）祭祀者の人事異動に

ついて：約36点

（2）祭殿類の更新と整備

について：14点

（3）寅　年　の　血　祭

（D。†SiWlγa）につ

いて：10点

（4）祭祀に関わる貴族タ

イジの任命：6点

（5）祭祀の実施につい

て：5点

（6）イケ・チャイダムと

いう地の守護神につ

いて：2点

（7）スウルデの皮綱祭

表1アラク・スウルデ（刃aYS山de）に関する文書の概要

牛　　代

1

2

3

－1

5

6

／

1865牛7日15tl

Hミ65牛？‖2（川

1バ65牛？JJ2311

1～う65牛7日2311

1865牛？‖511

1875牛1日211

191叫半封‖3111

バ1皿5牛3肌刷
り・1肌6牛3日911

1（）！1鋸6牛llJJ1711

11

12

13

1▲1

15

16

17

1ト

19

1917隼2日27日

1917牛2トは711

1肌7隼1封日日

191糾二6日1311

191綱目1日1911

191糾二11日2引1

1920牛9月1日

192（）牛11日2911

1922牛6日2911

2（）11922隼61日711

21

リリ
l．．一▲．■■

23

2・1

26

27

2～弓

29

30

31

32

33

34

35

36

37

3～与

39

40

192釣∵7日1捌1

1925牛2日は111

1925牛2日は111

1925牛7日1711

1毀（咋代

192糾二2日2引1

192糾二2Jj2引1

192糾二3日11日

192糾二～目上111

192糾二～‖jllH

192舶二世J7日7廿：：

相加牛閏7日11日三二

192糾弓HJ2封1

192叫11日2511

19却隼鳥肌2日

192舶弓封J1711

192糾12月1711

1931牛11日111

1933牛2日23ll

内　　容

寅隼のlrlL祭の準備

寅年の血祭の準備

寅隼の血祭の1一軒備

寅牛のl廿祭の準備

寅隼の血祭の準備

抑軋享の任命

寅隼の血祭に

ともなう準備

‖抑八の祭殿の更新

抑俄′享の任命

祭祀に関わるタイ

ジの任命

備　　考

79

ハンギン旗の朽

案内にあiJ

参加したタイジ

が牛後鞘告

耕職掌の什命

祭殿の覆いの吏親

祭Ili巳に関わるタイジ

の任命

抑俄掌の什命

抑附享の任命

祭祀に関わるタイジの什命

祭殿の柵を新しくすること

祭祀に関わるタイジの任命

トロイ・エジンの祭祀音
との関連

抑俄′享の任命

祭祀に関わるタイジの任命

祭殿の柵の整備

抑俄掌の任命

抑†哉′芋の什命

抑構学の什命

寅牛の血祭の準備に

ともなう人車

スウルデの芋の更新

耕職′享の任命

スウルヂの整備

抑俄′享の任命

スリルヂの整備

抑糀掌の什命

祭祀の尖施について　　血祭‘7

役人たちに通知

祭祀の′夫砲について

祭祀の尖砲について

祭祀吊の締丈について

抑俄掌の什命

抑俄′享の任命

折職掌の什命
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牛　　代

1939年′lJJ2六日

194的二3日1511

1鋸（）牛～‖j31日

1942牛11日llIl

1943年3日511

1944隼2批20日

19／‖牛11日1011

1945隼5日・111

19′15牛12月〔‖1

19／16隼∴＝J2711

拍16隼5Jj～‖‡

1946隼5日2511

19ノ16牛と‖JllH

1947隼5月111

19購牛7月2侶1

194錮日日J25Il

l帆綱日日J611

194錮二〔‖j21日

194糾二〔‖J2則1

19購牛用‖1611

拍19隼1月311

拍19牛6JH‖1

19′19牛6日311

1鋸9隼6日311

申重民伸時代

19－7？牛2日7廿：二

195（）隼3日12日

1950牛3JJ1211

1950隼3日l引1

1950隼3日l引1

1950隼3日l射I

1950牛31Jl引1

1950隼3I廿日1

195（）隼3日24日

195（）隼1（川1鋸1

1950牛1（川1六日

77　芦195（1年1（川1911

1950隼1（川2（）＝

1950隼1（）‖20日
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内　　容

耕職掌の任命

新職掌の任命

祭祀のノ夫施について

抑俄亨の任命

イケ・チャイダムの

守護神について

抑俄ノ享の任命

イケ・チャイダムの

守護神について

ス・＝レデ周辺の開墾

地について

祭中臣石動の強化，祭祀

首が専念するように

耕職掌の任命

祭殿の覆いの更新

折職′享の什命

新職掌の任命

ハサルの祭祀について

折職掌の任命

耕職掌の什命

新職掌の任命

祭殿の柵の更新について

耕職掌の任命

耕職掌の任命

祭祀の美砲について

耕職′享の任命

抑阻掌の任命

耕職掌の什命

祭祀に関わるタイジの

什命

抑俄掌の什命

新職掌の什命

折職′享の任命

新職掌の什命

寅年の血祭の準備

寅隼の1廿祭の準備

スウルデの芋の更新

血祭について

新職掌の任命

祭殿の更新について

祭殿の更新について

祭殿の更新について

祭殿の柵に使う木材が

遅れたことに村する調在

祭殿の更新と血祭の準備

備　　考

出典『成．捜し汗八日宮』，1998　醐相川川∴　但し；≡こは陰佃二よるJ‖！

（tasIll－a）について：

1点

（8）末子トロイ・エジン

の祭祀者との関連：

1点

（9）祭殿周辺の開墾につ

いて：1点

（10）祭祀の経文につい

て：1点

（11）その他：3点

以下では，上記80点の

なかから代表的な文書を

呈示し，当時の祭祀状況

を考察する。

2．2　主要な文書史料に関

する若干の検討

文書史料を分析するに

あたって，以下三つのこ

とをあらかじめことわっ

ておきたい。

第一，『チンギス・ハー

ンの八白宮』の編集者は，

文書を収録する際，「文書

における（モンゴル文字

の）書写形態を元のまま

維持し，一部のことばに

は適切な注を入れた。文

字は消えたり，文書が破

損して読めなくなった部

分は□□口で表記した」

と説明している。（Narasun

＆Vangeu†1998，P．1150）。

また，上奏文や旗街門か

らの発令文は，冒頭およ

び末尾などに決まった様

式があるが，編集者はそ

れらの形式的な文面のほ

とんどを省いて本文のみ

を収録している。本論文
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においては原意を保つため，基本的に逐語訳

を試みるが，（）内は筆者がおぎなった内

容である。

第二，すべての文書に編集者がタイトルを

つけている。編集者のこのような親切な行為

は，実は大変な誤解を招いている一面がある。

たとえばアラク・スウルデに関する文書に

は，ほとんど例外なく「名射手ハサルのアラ

ク・スウルデ…‥云々」（qlbutu住lSar－un

Ala†Stllde……）といったタイトルが加えら

れている。アラク・スウルデがチンギス・ハ

ーンの弟ハサルのスウルデかどうか，これか

ら検討していくが，民間伝承を無批判的に文

書編集の根拠にすることは，軽率な行為とい

わざるをえない。本論文では，文書の編集者

たちがつけたタイトルは一切使用しないこと

にする。

第三，チンギス・ハーンの祭祀者である

「五百戸の黄色いダルハト」や末子トロイ・

エジンの祭祀ダルハトと同様に，アラク・ス

ウルデの祭祀たちにも職掌（TtlSiyal）と爵

位（e（）1－a）の二つの称号があった。職掌は，

祭祀活動において所定の任務を分担し，全う

すべき役割のことである。爵位は，モンゴル

帝国期の軍事，政治組織名に由来する名誉的

な称号である。後世において，職掌と爵位を

厳密に区別しなくなり，祭祀者自身の認識も

あいまいになった。詳しくは3．2で検討する

が，ここでは訳文を理解するため，（）内

に職，爵をおぎなったかたちで表現する。

2．2．1祭祀の任命に関する記録

アラク・スウルデの職掌と爵位をめぐる人

事異動について，文書に登場する人物をまと

めたのが表2である。人事異動の実態を解明

するため，表2とあわせて若干実例を呈示し

ておきたい。
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その一（N（）．6）

ここで，ミンガト（Min卯Itu）に関する

もっとも古い記録を見てみよう（Narasun＆

Vangeu†1998，P．302）。ミンガトとは本来，

モンゴル帝国時代における軍事組織名の「千

戸長」を意味する。祭祀ダルハトの場合は，

名誉的な爵号である。

アラク・スウルデのミンガト（をつと

める）ポロが，休みを乞うて（職を）離

れた。その後任にミンガトのナランタイ

を新たに任命し，信任状に二箇所押印し

た。同治十三年冬の仲月の25日1）

（1875年1月2日）

アラク・スウルヂはオトク旗領内にあり，

その祭祀者ダルハトたちはオトク旗の札薩亮

の管轄下におかれていた。この文書は旗街門

から直接ナランタイという人物に渡された信

任状なのか，信任状を出したことを記録した

日誌類なのかは，判断が難しい。いずれにし

ても，前任者が休みを乞うたため，後任を任

命したことが示されている。

清朝時代では，同治年間以降の人事を示す

記録はないが，中華民国時代の文書にナラン

タイという人名が見られる。

その二（No．40）

ここでは，グケーという爵位（Gdktlge）

をもつ人物が登場する（Narasun＆VangEu†

1998，P．865）。

アラク・スウルデのミンガート（をつと

める）ナランタイの事に関する件。（ナ

ランタイを）ミンガトから解いた後任に，

暫時グケーのジャワがミンガトの公務を

執行するように，といって送付する信任

4）Alil†St11（lt1－yiH Mi”gYiltlllう（mlCilt確YuyllJuYllr叩～；…（nlL（luMiIl卯－ltuNこIr…hli－（lusille（庫THli11と1－

julusiTTilquJiYuquhieig－ltitこ1m叶と日1（）yilr〔I乙lI・ul）il‥Btlri11ttljasil†Ci－yinとlrhil一一Yurbildl甲r（｝lHlebtll－

hH（111…（1こl（lllSllr－il－yill（101－in tこIb…11－a：



書がひとつ。中華民

国二十二年春の最初

の月の29日う）（1933

年2月23日）
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この記録は，ナランタ

イという人物が何らかの

原因で，ミンガト（千戸

長）の職を旗街門から解

かれたことを示している。

このナランタイはおそら

く先のN0．6の文書に登場

し，1874年にミンガトに

任命されたナランタイと

同一人物であろう。とな

ると，彼は実に59年間も

ミンガトをつとめたこと

になる。老齢のため，退

任を旗街門が迫ったのか

もしれない。

その三（N（）．39）

つぎの文書は，祭祀者

ダルハト　たちの位階

（正rge）について言及し

て　い　る（Narasun　＆

VaI一getl†1998，P．851）。

アラク・スウルデ

の嘲帆手で，管旗章

京衝のポロルダイと

梅林章京衝のグケー

をつとめるバトジャ

ブらが休みを乞うて

（職掌を）離れたため，

代わりに管旗章京街

のバダラホに嘲帆手

の職掌を（与え），平

民オユンビリグをグ

ケーとして任命する。

信任状ひとつに二箇
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表2　AlaYStildeの職掌とダーマルをめぐる人事

車　代　　職　掌 前　作 後　作

11

14

1析5．1．2　㌧li日揮It11

1916．3．9　r）叩Illlこ11

1917．2．271〕叩Hlと11

1918．6．131）叩lmこ11

15日91机1・19D叩Hlill

20

23

24

26

27

29

39

／1（）

41

42

JH

ノ16

1922．6．17　r）叩mlこ11

1925．2．211itlltil・ぐeiI1

1925．7．171111111（TllWl）

192（叶状1）叩1－1こ11

1928．2．261）叩Hl山

192H．3．111）叩ml乙11

1928人111川中－（1eil1

1928．7．11＊　NこmgSl1

1928．12．17

1931．11．1　Bll・i＼・ぐei11

（if1k両ぐ

1933．2．23　Mill抑It11

1939．4．28　NimgSll

lt拇（）．3．15　1ifll・iWeil1

1942．11．11＼iHgHlh

Ji、Il－、i－1＼i－hl1

194上1．2．201）叩1mと11

litllliVぐCl11

B（）Illl

Bi111′ill、jill）

廿Ikil，叩lei級）

lh一一Pil

（Iilki－1叩1品級）

Btl－’i－1t用Il、

（トllilll級）

（JlltllL…l

（九・恒証川級）

rIlとII，tllillilleill

廿Ikil、l叩1（、i，

．I止1日、トIlgか）

Bとlヽ′a叩11こ11－g

（トlこ111級）

（；山llbtljM）

Veil、l）こIt11

liillrillll）（）rll

（Ml＼，il、Hl級）

h、ki…bil†M－

（Ktlll（lfl）

Bとl（lillWlll

h、（lrIlil）叩Itlll’

（ト111滞i級）

B（汀111（lこIi

（トIki一・叩l亡i級）

Bと1111わー）

（llぐ”r（1日級）

Nこ11∵＝llai

．ト11gγ乙I

MlluSi卜il（l）乙Irqil（1）

（二叩＝eil叩l

Nol、1il

Bやrimj叫ト11i…級）

q）、▼ilSil頑lim鞘i級）

Nilrと111tili

rI二Il・llliIlilleiIl

（トkil、l叩Iei級）

（．ヱIlttlLllll

（hlぐ”rFIl級）

SilllJiHli（lul）

B（）rl11（lai

（トIaH級）

NimilW1tng

（トkil・叩lei級）

qll圭111

（九・lC中川級）

li（）rlll（lai

（（iflk鴫ぐ）

01Je1両l

（l）il叩l（l）

llこ1、′；l叩11；…g

（トlZll一級）

SilI・；…一一Iilll（111（111

（：叩l（hi

llゝIllnI、1）こItu

（二叩＝eil明11

（S川－11111、トHggi）

（二叩＝eil叩l

、トIlgg－il

（；川1Ⅰ）il

N（）1圭l

Bとl（1日ml（lll

（トIkiI、叩lei級）

0、▼llllbi厘

（庶艮∬il（l）

、いl）乙l（（if山車▲）

lhl（1111111′こ111

せ）、▼il、iH鮎川甜i級）

、IilKtltl（トⅠ一画級）

Dこ11乙111はi

UilliH級，連隊長）

11illimtこIiUこllaH級）

D（）11ji

qこ11圭Idili（MF戸rPIl級）



番号

5‘1

56

57

58

6「）

61

63

6－1

6こう
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車　代　　職　′享

19′17．5．1　Nlill抑It11

19購．H．251）叩lmi11

19′18．9．6　1im、ilt、eil1

1別冊・211itll恒ゝei‖

1里且lrH（うl）叩＝1こ11

1肌9．1．3　D叩＝1こ11

1錮9．6．3　D叩lmこ11

1鋸9．6．3　1）叩＝lこ11

1鋸9．6．3（‘7）1）叩Illlこ11

661Ⅳ7－7．2．7＊l）叩HlこIl

6～う

69

7（）

71

艮）5（）・3・12（if1日庫・

195圧3・1▲lJil（叩l亡i

D5（）・3・1－1Nimg…

hliH耶1111

195「）．3．封l）ilptlli11

前　什

AllとtllgHtl（（ここ111）i級）

l）111こ11日ili

（Ntn・iI、Hl級）

住llj“lili

（Mn▼ilで‖級）

FHgkぐl）とlナ▼こIll

什止iI、叩1轟伎？）
l）illこHltこIi

（Mnril、t111級）

八日－111、、岬11（1111再i）

Mull、i卜il（l）こlI’（lil（l）

（）ljぐi（l）乙1－、（1こl（1）

（二（）亘llI）lll

▲lHHり咋11（Tll▼i右）

後　什

▲MtU…gHで1

（二i＝gli

（卜Il函級）

Sぐ（lFllg（1併ji

l）ぐ1針1、（lln▼itttl級）

11と…glこIi

（Kfl11（ltl）

rrf）nl川明Pi（小隊長）

11（）Hlぐ日刊ぐi（小隊艮）

▲1Ⅰ、1）illkぐト厘

l叫’こ…、■eill

廿IkiIll叩1掃射

Rl、’il呵11（rIll、・り1，

．いkiI・l叩l轟勘

（）ljtli（Dilll隼l（1）

rIlllWl（Dこ11てlil（1）

車■l1、－1

（1（）、ri…Ⅰ）lll

Bill7こl呵11（111＼′Ll1，

、匝iI・l叩lei級）

出典：（ノ／〟か、Q〝フ′〃州▲＼・仙′冊H叶′川り′血，19鮎．冊什机上　付し，＝：二は

閏月・闘出目1

所押印した。中華民国二十年辛末の秋の

最後の月の二十二日吊（1931年11月1

日）

興味深いのは，元の嘩帆手ポロルダイと後

任のバダラホの二人はいずれも「管旗章京衝」

（jakiruYeiJerge）と称されている点である。

もうひとりのグケーをつとめたバドジャブは

「梅林章京衝」（MeyirenJerge）であった。管

旗章京も梅林章京（副章京ともよぶ）も清朝

時代と中華民国期における旗の官職名で，オ

ルドス（伊克昭盟）の場合だと，ひとつの旗

83

にはひとりの管旗章京

と，東梅林と西梅林の

二人がいた。いつごろ

から，なぜ，ダルハト

たちにこのような官衝

をつけるようになった

かは不明である。筆者

はアラク・スウルデの

ダルハトたちにこの点

を確認することはでき

なかった。現時点で，

筆者はダルハトたちが

もつ上記の官衝は，あ

くまで清朝時代の「名

誉的な称号」であたに

すぎない，と考えてい

る。

表2N（）．23の文書か

ら分かるように，1931

年に「休みを乞うた」

ポロルダイという人物

は，以前1925年にグ

ケー爵の嘲臥手に任命されている。バトジャ

ブらが任命された年月は不明である。

その円（N（）．42）

つづいてアラク・スウルデの祭祀者のひと

り，剰臥手の交替を示す記録を見てみよう

（Narasun＆VangEu†1998，PP・931－932）○

委員，札薩克多羅郡王ワンテンジャブ，

旗務を協理し鑑別する－一級の孔雀調子を

もつ聡明にしてかつ公正な大臣チョクジ

ヤラガル，旗務を協理し鑑別する協理夕

う）Alil†Stll（lLL－rillMi日揮tllNillli”Hili－Viker（甘tll川Cir・11in抑Itu－yi”t…項11－とICこIl）ilyiIYl叩il一一（）‖1－（llllll－i（I－

iTTi”1（ii心gりill）こ1－”Mi日揮ltlトyil一之111）；トi函iCぐ（Igt雨甘ik川l川ile鮮心1日涙ぐl）i亡座‥dllH一（1こl（lllilril（llllu、一

1111（l（）I’iHrlO†rこI（1叩IrOlHl（1油tlHlH t（lrl糾日、111・－こ卜yilHl（）ri日中tlllで：

（i）Alil†Stll（1ぐ－riHlltlriy・（iCiHJilkirl車i恒WIi（）一111（lili・Mぐrir川Jerge（ii心境Bi1－11jilt川こl一・とil両日隼11－

juYl”、IIYtこ…（）r”－（lujilkirtlYCi正rgぐBこl（lilril（lu－（llllitlriyぐei一一Colこ1．ilrこl（lOY”11）ilig－i（ii心getこ111）ij＝

t11－lrlll．JlYu（111hiCigl叩e－（lfltこ…一叶こHl（）早目lilrlll）こl‥〔111日一（lil（luと11・こl（llllllS－1日（l（）Ⅰ・i（11中日札C叩YC1日

（l（）Hil‖i1－tlHHillH…、－…一、（画1、il一・一il一日l（汀iHq（）早11－il．
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イジ，一等衝，二級孔雀調子をもつ忠

誠なウイテン・ワンチクスレンらのとこ

ろから，章京衝のホワシン，グケ一・オ

ユンビリグに命ずる件。少し前，管旗章

京衝札蘭章京（参領）トウメンバヤルが

報告してきたなかで，「微小なる筆者が

管轄する参領内の札蘭衝の（者）ジャン

ガらはつぎのことを申し出てきた。当旗

内にある輝かしいアラク・スウルデの剰

臥手で，札蘭衝のジャンガが休みを乞う

て（職を）離れた。その代わりに同じく

嘲臥手部のなかから章京衝のホワシンを

嘲机手として任命するように，と報告し

てきた諸事を（旗街門に）上里致す。で

きれば，上方の御配慮により，旧信任状

を新しく更新し下賜してくれまいか」と

あった。（そこで）報告通りに認め，章

京街のホワシンを嘲帆手にする。グケー

爵のオユンビリグに信任状を新たに渡す

ことにした。（新信任状が）届き次第，

参領衝のジャンガ，バダラホ，ラマ・チ

ヨイジラクワ，バンデイ・バラチュク，

章京衝セデンドルジらを随丁（qalTIJ叶a）

として起用し，毎年四季の祭祀，祭殿を

はじめとする祭祀器具（を維持するため）

の費用を適切に運営し，古来のしきたり

にしたがい，尊い祭祀活動を維持するよ

う命じる。また，十三年に　仁一度）寅年

に輝かしいアラク・スウルデの大祭のと

きに，剰臥手とグケー爵の者らは喜ばし

い白檀製の嘲爪を（アラク・スウルデの

ところに）招いて，古くからの規定で祭

祀をおこなうことを（忘れることなく）

銘記するように。このため，押印した信

任状を渡した。中華民国二十九年庚辰年

春の仲月の7日7〉（1940年3月15日）。

「休みを乞うた」のはジャンガで，別の資

料（表2N（）．31文書）によれば，彼は1928

年に嘲臥手に任命されており，合計12年間

祭祀者をつとめたことになる。ジャンガの後

任には同じく「嘲机手部」のホワシンが任命

され，かれはその後，1946年7月まで祭祀

者をつとめたことが分かる（表2N（1．53文

書）。

祭祀者の人事交替は，旗の役人である札欄

章京の方から札薩克多羅郡王への報告をうけ

ておこなわれていたことがよみとれる。アラ

ク・スウルデの祭祀者が旗の管轄下にあり，

その祭祀活動に旗の役人たちが関わっていた
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ことが反映されている。

アラク・スウルデには年間四つの季節にそ

れぞれ祭祀があり，「十三年に一度の寅年に

は大祭」がおこなわれることも示されている。

大祭の際には嘲臥手の参加が義務づけられて

いた（後述3．4．2参照）。

2．2．2　寅年の血祭について

「十三年に一度の寅年の大祭」は血祭

（D（）YSiYulqu TayilY－a）ともいう。アラク・ス

ウルデの寅年の血祭についての記録を見てみ

よう。

その一（Nr）．1）

まず同治年間の記録を見ておこう（Naraslln

＆Vangell†1998，P．219）。

輝かしいアラク・スウルデを寅年に新

しくする際に使用すべき諸種（の用品の）

値段，数量を決定し，ミンガトのザンブ，

ドガルジャブらに伝える令状ひとつ。同

治四年？年15日H）（1865年）。

r十三年に一度」寅年にスウルデを新しく

することをトンガホ（ttln卯Iqll）という。

新しいスウルデに血祭を捧げる。スウルデを

更新し，血祭をおこなう際の費用調達には，

旗街門が直接関与していたことを物語ってい

る。血祭はオトク旗をはじめ，オルドス・モ

ンゴルの一大政治的な行事であったため，オ

トク旗街門は相次いで発令していたことが表
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1（No．ト5）からうかがうことができよう。

これらの発令は翌1866年（丙寅）の血祭の

ための事前準備であったにちがいない。

その二（N（）．7）

つぎは，血祭をめぐって，オトク旗の札薩

克多羅郡王ガルザンルルマワンジヤルジャム

ソ（1903－1939在位）からハンギン旗の札薩

充に出された手紙である（Narasun＆Vangeu†

1998，PP．702－703）。

札薩克多羅郡王，小弟ガルザンルルマ

ワンジヤルジャムソから，御前大臣札薩

克貝勘ノヤンたる兄に安泰をお祈りする

と同じに報告する。古来から当旗領内で

つつしんでまつってきた輝かしいアラ

ク・スウルデには寅年ごとに冬の仲月の

三日に一度血祭を捧げ拝んできた。その

習慣にしたがい，弟たる筆者は（今度の）

大祭において精進勤根し，当旗領内に住

む貴旗の平民バートルに梅林衝の称号を

与えた。どうかその通りに認めてくれま

いか。このために安寧を祈り，報告した

（中華民国三年）冬の仲月の15日吉日り）

（1914年12月31日）。

1914年は甲寅年で，このときの血祭で領

内に居住するハンギン旗所属の人物バートル

に，梅林衝の称号を与えた，と表明している。

清朝末期から中華民国時代にかけて，さまざ

まな原因で他の旗に移り住む者が増えていた。
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このような者は移住先の旗と元の旗の両方に

税金を払い，移住先の旗で役人等に採用され

る場合は，元の旗の許可を得なければならな

かった。この記録はそのような歴史を裏づけ

ているといえよう。

寅年の血祭は，陰暦11月3日におこなわ

れ，この際「梅林」のような称号を祭祀関係

者に与えていた。アラク・スウルデの血祭の

ときに，特定の人物が何らかの名誉ある爵号

もしくは称号をチンギス・ハーンの直系子孫

たる支配者から下賜されていた慣例があった

のではないか，と推察できよう。

2．2．3　祭祀に関わる貴族タイジの任命につ

いて

アラク・スウルデの祭祀活動に，チンギ

ス・ハーンの直系子孫タイジたちはさまざま

なかたちで関わっていた。以下の文書（N（）．10）

はそれを語っている（Narasun＆Vangeu†1998，

PP・702－703）。

……令状が届いたら，あなた自らこの

冬の仲月の三日の前にアラク・スウルデ

の祭殿に行き，（祭祀に参加した）あと

（スウルデから祝福された）絹布，恩賜

を旗街門に届けるように，と二等タイジ

のプリンユベルに送る礼状ひとつに押印

した。中華民国五年丙辰年冬の最初の月

の二十二日1日）（1916年11月17日）

冬の最初の月すなわち陰暦10月22日に出

されたこの令状は，翌月すなわち「冬の仲月

の三日」におこなわれる祭祀に参列させるタ

イジに渡すことになっている。別の資料，

N（）．66の文書では，冬の祭祀を「皮綱祭」

（Tasl¶卜a一戸n yeke tayi叶a）と表現している

（Narasun＆Vangeu†1998，P．1033）。「皮綱祭」

に参加するタイジは，いわばチンギス・ハー

ン一族の代表である。同じオトク旗領内にあ

ったチンギス・ハーンの末子トロイ・エジン

祭においても，必ずタイジの参列が慣例とな

っていた（楊1996，PP．640－641）。

参列したタイジは，スウルデの祭祀におい

て捧げられた供物類の一部を恩賜として旗衛

門に届けなければならなかった。N（）．10，

No．13，No．16，No．18，No．21など複数の資

料を検討した結果，このようなタイジは毎年

任命していたことが明らかである。毎年ちが

う人物を任命する制度によって，広くチンギ

ス・ハーン一族の子孫たちに祭祀への関与を

促していたにちがいない。

2．2．4　祭殿の更新と整備について

つぎに，オトク旗街門をはじめ，祭祀者の

ダルハトたちがいかに祭殿を維持し，整備し

てきたかを見てみよう。

その一（No．12）

これは，旗街門からアラク・スウルデのミ

ンガトに出された令状である（NaI、astln＆

Vangetl†1998，P・729）。

輝かしい主君たるアラク・スウルデの

祭殿の覆い，（宮帳を固定する）縄など

の類が古くなったため，大勢の施主から

寄付を集めて修理し，更新するように。

（修理作業が）終了したあと，票や文書

を旗街門に届けるように，といってミン

ガト・ナランタイらに命ずる票・文書ひ

とつ。中華民国六年丁巳年春の仲月の六

日11）（1917年2月27日）

アラク・スウルデの祭殿はチョムチョクと

1（））……ktlrtlmegCe CiHllbey－ぐelトぐehtll－tlll（lllHl（lil（ll‥こH、－こl一戸11SiH－ぐ一、・iIIY”1）ilH－11…．i（IAlilYStll（lぐ一yill

（1（）1・uYilIl－il ktlrCtlil（lisJi111滞ly－こI kesig－1（lt）ylSi Hlぐで1ぐか1tll－irL紳1両tllH k川Ie・l（lHl jergぐ　tlly’lJI

BtH一il）t：1－（ltlilegektll11gt・l）iCig－LtllH一一（leg（l乙11．11bil‥（11…一（lllduこIril（lulllS－u＝Iilbll（llIYllr（）ll・ul叩m Lllll
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よぶ宮帳であった。宮帳を固定させる縄類が

古くなり，「大勢の施主たち」すなわち一般

牧民からの寄付で修理せよ，との命令である。

もちろんこの他に旗街門も一定額の援助はし

ていたが，牧民からの寄付を集めることによ

って，大衆と祭祀活動とのつながりを強化さ

せようとするねらいがあったであろう。ちな

みに表2で示したように，命令をうけたミン

ガトのナランタイはかの59年も在職した人

物である。

その二（N（）．8）

つぎの文書は，アラク・スウルデの一部を

構成する側臥の祭殿や，祭祀器具類の更新を

命じたものである（Narasun＆VangEu†

1998，P・705）。

輝かしいアラク・スウルデの十三年に

一度（おこなわれる）大祭のときに，招

いてきて演奏する白檀製の側臥（があ

る）。その祭殿や祭祀器具類を更新する

ように，といって管旗章京街グムブジャ

ブらに命ずる信任状ひとつに二箇所押印

した。中華民国四年，乙卯年春の仲月の

一日12）（1915年3月16日）。
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アラク・スウルデの祭祀体系の一部を構成

する側臥は，ふだんはアラク・スウルデとは

別の地方でまつられていた。「十三年に一度」

の寅年の血祭のときに剰帆もアラク・スウル

デのところに運ばれる。表2Nr）．23の文書で

明らかなように，文書に登場する管旗章京衝

グムブジャブの職掌は嘲臥手で，1925年2

月に交替している。

その三（No．73）

アラク・スウルデの最後の血祭，1950（廃

寮）年の大祭に関する記録はつぎのようにな

っている（Narasun＆Vangeu†1998，P．1038）。

管旗章京衝ジヤルグチ1ごり・プリンテ

グスに送った。用意し，届けてもらう事

を命じて送る件。この度十三年に一一度の

寅年に輝かしいアラク・スウルデに血祭

を捧げ，（スウルデの竿などを）更新す

る際，ジヤルグチたる貴方が竿の木を責

任をもって入手するよう，との令状を命

じて送った。（令状が）届いたら，ジヤ

ルグチたる貴方は木を選ぶとき，細い先

端が五寸程度で，太陽にあたっていた南

面に印をつけて（おくように）。また，

傷のない長さ三十三尺あまりの木を二本
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／i…（lこ…lltlriy－e－yil－C・）＝一こuYl）こItilkil－unkL▲廿g、ぐljtlil－i、iHぐ（Igぐ、tl甘ik川一ぐHJこIkinIYCiJerge（it17111）tlJlll）

1”トtlltllSiyil（lllJ叩Iqu bie座tllgLl－（ltltI一一叶ilq・）†▼llHlこ1一、111）こl‥〔Illl一一〔Iこl（lllこl一．il（llllllS－1…（li1－11）ぐ（lf確1、（）n・

ki心gei1日illllこIijil－tlH（1乙It）…、－111日I…一一（hdu、こ11、－こ1－yi］一SiH－ぐ－yitHIIg川－（1・

1封　ジヤルグとは「紛争」，「訴訟」で，＼チは職享を意味し，ジャルグナは　卜紛争処理首」，「法律家」

の意味である．オトク旗の老人たちに碓認したところ，ジヤルグチというのは，ll柑廿刷の1日眠反

乱後の19世紀7日隼代以降に設附された役職だという　仁としてi・払拭と隣接する境捏地帯の存志が

什命され，灘族の越境人姉を監視する役であった　2（川摘出二入ると，オトク旗とウ一一シン旗のあ

いだにも境界をめぐる争いが多発するようになり，またオトク旗内部においてもカトリック教徒と

仏教徒とのあいだにトラブルが増加した「ジヤルグチもまたこのような新しい紛争を処理するよう

になったこ．要するに，ジャルグチは社会環境の激変により，多発する艮問紛草・を処理する役職であ

る，と理解できよう
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用意したうえ，この秋の最初の月の十五

日にスウルデの祭殿に怠慢なく届けるよ

うに，いざ使用する際には遅れることの

ないように。決して遅れて届けるなどし

てはならないことを事前に厳重に注意し

ておくように。このため，街門から命じ

て送った。庚寅年春の最初の月の二十六

日11）（1950年3月14日）。

「冬の仲月の三日」すなわち陰暦11月3日

におこなわれる血祭の準備について，「春の

最初の月」すなわち陰暦1月というかなり早

い段階での発令である。具体的にはスウルデ

の新しい竿をつくるのに使用する木材を手配

する内容である。その際，木材は傷口のない，

長さ三十三尺（11111）の巨木を選ぶことにな

っている。それをスウルデにして立てるとき

には，木が生きていたときと同じように，陽

面を日に向けなければならない。そのため，

陽面には印をつけておく必要があった。

2．2．5　スウルデの周辺草原の開墾と祭祀活

動の強化

1940年代になると，アラク・スウルデを

とりまく社会環境は一段と悪化した。スウル

デのあるオトク旗はオルドス地域の西，西北

に位置し，長城と黄河をはさんで陳西省，寧

夏と隣接する。そのため，1860年代から漠

族の入殖，回民反乱に巻きこまれた。1930

年代からはさらに共産党，日本軍勢力も加わ

り，オルドスの政治的，社会的環境は以前よ

り複雑化した（楊1997，PP．8－12）。戦乱の長

期化にともない，陳西省や寧夏からの漠族農

民の入殖が増加するようになる。草原が開墾

され，ダルハトたちの生活基盤も揺るぎだし

た。以下の史料はそのような変化を示してい

る。

その一（No．48）

まず，旗街門は開墾状況を把握しようと動

きだしている（Narasun＆Vangetl†1998，

p．994）。

街門の印璽を暫時管理する（管印）協

理（タイジ）らの文書。ダーマル（3．3．2

参照）のチヤガンスムベルに送った。命

じて伝える件：この度，伝わってきた話

では，アラク・スウルデの祭殿の周辺に

ある沙漠や盆地等に作物をつくっている

という。これを調べたところ，古来から

スウルデの祭殿の付近一帯に農作物を作

ることを禁じてきた法令がある。そのた

め，この件について貴方に命じて文書を

送った。届き次第，貴方はすでに開墾さ

れた草原を調べ，ハラ・セルベ等の地か

らスウルデまでの土地をいかなる名前の

人物が勝手に作物をつくったのか，農民

たちの名を詳しく報告し，（今後）禁止

地域を開墾したことを取り調べるのにそ

なえよ。決して怠慢は許されない。この

ため，押印した令状を厳かに命じて送っ

た。乙酉年春の最後の月の二十三日11）

（1945年5月4日）。

アラク・スウルデの周辺一帯は古くから

14）、トIkiruYCi恒、geJll叩lCiBflril一里画一ttlile糾・t）ぐ：Bt・1”lgeniIでか1ktl－yitllSiyllnJ止ijuylIt）llYul（111－小目lCil、

C（lt廊こIrl）浦Wrt）こIlljillllgHl。叶ill）とl一・日ilt（）kivill（luYuljuAlil†Stll。e－yiHgぐgegen－i（loYnYulllntullg－

YIIYllJu SiHe。gektl－（ul、il一）ill－tlm（）（ll卜ylJarYuCIClHlll）tLy－ぐ－l）tir（l叩lγlCil叩111111111”Yul（lu－l）とIr t）iCig

tllSiyこ…yil一）叩11一）il：ktlrktlkLlilrYuCIC…111）ey－eぐyillktlsill）iH－tlH10（Iu－）risilillill）qll（l（）lll…＝血Il

坤画rtilI）lln、tiHg（i””（lu）－（1Ilkiri－LIil）t廊（Illilri…－uti11－yikt・叫′什tem（ILLglt劃l）こISilC…ir（1－…（‖’l）i

ugtlYuClHYL”l）乙111Jl′CikguuぐVillktl（lOyilrllt・ll川…。u－Vil）elHlg川こIl）Cuぐ11川こmII1－－ulHL・rIgllll…、－

乙1－yillilI・l）111日加IllHl（l。hHT－llSttl。ぐ－yill（1（）1、1甲11。Wr－e SilYII（Iill u酢i kt厘什（1iI・（紳ljtl crkitn

kt11でgSekt1－。tlosultと11両eil）（）lYll叩lll‥yt・rtlosul（1叩11（lu－・luktlrtlktlll）C、（luYtutlltlt）・）1（luゆ11（1こLl－illlli－

（1乙l”11qilllltutこIll（1叩11unJilkiJuぐg1111－tltlll石偏叶ull川、（11111－u判とl卜ilC吊11中Ililt・get）ぐ‥Cil四一1）こlITS

jil－tlH（1こIt）…、－ullt什1糾1日、ilr－lL－yilHl川、illJlrYuYlm一il・
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「禁地」（qor小1－tln河ar）とされていたにも

かかわらず，1945年の時点ですでに開墾さ

れてしまい，大量の漠族農民の入殖に街門が

有効な措置をとろうとしていた姿勢を垣間見

ることができよう。1996年春に筆者がアラ

ク・スウルデの祭殿の跡地を訪ねたときに目

にしたのは，あたり一面の農耕地であった。

遅くとも1945年ころからつづいた開墾の結

果であろう。

その二（N（）．49）

漠族農民による草原開墾は，祭祀者ダルハ

トも含むモンゴル族牧民の生活に大きな影響

を与えた。そのためか祭祀活動に専念できな

くなったダルハトも現れるようになった。以

下の資料はその具体的な証拠である

（Narasun＆Vangeu†1998，P・996）。

旗街門の印璽を暫時管理する（管印）

協理（タイジ）らの文書：

タイジで，管旗章京衝札蘭章京兼旗界

官ダーマル（管事）のアムルジヤラガル，

ミンガトのアルタンゲレルらに送った。
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命じて送る件：この度調べたところ，ア

ラク・スウルデの祭祀（を司どる）ヤム

タト1‘～），ダルハトたちが，守護神スウ

ルデから遠く離れて各地に住むようにな

ってから，四季の大祭，日々の献香など

ことごとく荒廃してきた。そのためミン

ガトをはじめ，ヤムタトやダルハトたち

をすべてスウルヂの祭殿の近くに住まわ

せる決定を文書で命じて送ろう。届き次

第，貴方たちダーマル，ミンガトら自ら

他のヤムタトやダルハトたちの家を訪問

し，もれなく通達し，全員祭殿の近くに

住み，毎日の献香や祭祀活動を欠かすこ

となくおこなうように。どうしても（各

地に分散した祭祀者の）人びとを口実を

設けて（もとのところに）集めないとい

う事態にしてはならないということを共

に説得して命ずる。このため押印した文

書を命じて送った。中華民国三十四年乙

酉年冬の仲月の五日17）（1945年12月9

日）。

1日ilSけlm　川1（llln－u tこIlⅢlY－ilでi ttlr（lこ1日一亘こIl’11†晶ll TllSこllilYCl．T…こllllYEillill1－1日　hieig：l）叩lmこ11

（二叩＝St1．111）什ttiilぐgtll）ぐ：tuSiyi＝j止ij”yill）叩11（luueil－・ぐ（lt廟JilrClH…Ⅰ一u、t）ll”t▲11il†Sfll（Iぐサl（lWl卜

γ111－u・）yir－ill）吊誼i（l（）Yuli－、’inl一”・1抑ilt（1k山l－iy廿kiYllJllr－itlLriyim flilL・（lJtll）llik川一雄lkhi：用ulト（ltl

l）こlリC叩11）洲L t11骨1．い†…、stlldぐ－”＝（lOl■叩llHl（）中一乙日lぐl’gt1（1ぐtこ11恒lltlilt1（lkfh▼i（1（）l坤1日i（l（1叩叩－I

ire絆付目JIrllmbllitulilぐ糾＝－ieimと1（lul）ieigtllSiTTi1．1早1）叩lluy一二l‥ktlrtlHlぐgCL、Cll川l）e十一ーぐ・、il）t川†▼油l卜

JuteyiHktltと11恒1岬とlllY；lJilr－il）乙IylC叩…tlJぐjilqlr－ilSH・heJerge－y・llYIIJこuT－11ここHI（）tl草ikt111日什ト・－（ltl

kflmtls（lur－i1－bilr tllt．it）il、Iltu（lili－（lulill、iTriIIllYCi（lllllH…l一什ぐ一申11日11、日一日lL紳1tlllil、（）Jll（l（汀lYtl1－1日l

YiIJilr tiLri早h笹…－ikil”111）乙IylC叩l（lu－（lul）elc（lgt1nlgLlt：）Llltl（lilylSik作付－tHljLjttここ11叩1－（liljlltlltl

l）（）lumlli：（－gun－tltuli＝川l（leg－tt11）i毎－1ClHg（Iill廿日t11－…ilc糾▲t）ぐ‥ki心gCilHilki、▼－llJil－tltl（l油l‖－－11日

呵函1saトト亘Hl。1－illγ＝1hiH－il・

1（i）ヤムタト：ヤムとは「尊い食べ物いす‾なわち恩腸を意味し，ヤムタトとは「人ハーンからの恩賜を

持つ人びと」を指す（．チンギス・ハ一一ンの祭祀を運常する「／汗恒の鈍色いダルハト1，来「トロ

イ・エジンのダルハトはみなヤムタトと＝称する（楊1供軋I）Ⅰ）．66（ト663）

17）JilSilY－1111：）l油日1－utこ‖一咋1－yihlI．（11…liyilr岬lllT…こllilYCi・TllSillilYCi・”トIltll）iCig：tayijil）幅1（IjllkinlY一

ei山都斗11とuトujilll函jlH711CiL）叩HlこllAmll］・jil・Yこ11．

㌧Ii日揮ItllAltとl（11）g川・lllと1トtuilegel）C：tllSiyこ…jilkiJllyilhllY”1（lu一小一Lleir・”1両（・l”ri亡岬Ihilnl：＼111†

Stll（1ぐ－yiH tllyiIYLこl一㌢iHYilH川til（lr）と11－（lil（ll”rSttl（I‥ilug川－ぐe（－（l（）lilJugl）tlri－（lfl→叩1γ””－ilCこl（li吊）LLtl

111illtil－ulltとIVilY－iltこIkiIY－ll・Cil†lH’かlJi－、’illWlgtこIkil乙llieujflil（l叫，isik川・gl）（）1511（llli：ぐyimt1－yiHll亡ir

MiIl耶Itlll）ilYilnllltこldl）こll．（巨l（11一之lトieihl（l川、叩111－uOyir－こHlerg”1ぐ肝rltL＝・Hl†1両l（lu－l）こIrt（）Ytこ＝一jiIYll（1

ぐgul1－ibiCigtllSiyi…TTiIl）叩11uy－il：ktlrkt11－tLDilW一一一とllMi．1抑Itlltと111－ul）LLI・一LL、tilyilY－11－VillY…lll一il（lL）こl一－（Iこl（l

TlilHlllll、’ilg什tl（I－iCilHHIull11両eiji汀1こIll、tll（lt一一yhHl・）一・叩111－u Oyir－こHIぐrgHlぐgLLrl川S叩11両llCこl†

…蜘1ji－yrlH、こ111gtとIkiltilyiIY－こItとIkilY－こ1－yitll…ri11tl針lill叩…亡tJherilli叩itlll一画亡HlgtIgtllll：k（・rkiht、Ctl
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旗の協理タイジから祭祀者集団の長官ミン

ガトらに出されたこの令状は，極めて厳しい

内容を伝えている。先のN（）．48の文書で一例

を示したように，祭殿付近の開墾により，生

活の基盤を失った祭祀者たちは遠くへと避難

していった。当時，オルドス全域が漠族入殖

の波にさらされていたいため，祭祀者集団の

結束がゆるぎだしたことは，チンギス・ハー

ンの八白宮と末子トロイ・エジンの場合も例

外ではなかった（楊1996，P．676）。オトク旗

街門から出された厳しい命令も，ダルハトた

ちの離散にはどめをかけることはできなかっ

たであろう。

以上，アラク・スウルデに関する文書資料

のなかから，内容上もっとも代表的なものを

呈示してきた。その結果，以下のことが明ら

かになった。

第一，祭祀者たちの新しい職掌への就任に

は，旗の役人による推薦を経て，旗街門の承

認が必要であった。職掌の在任期間はまちま

ちであった。

第二，毎年冬の大祭には，必ずチンギス・

ハーン一族の直系子孫たるタイジ身分の者が

参列しなければならなかった。この人物には

祭祀の結果を旗の札薩亮に報告する義務があ

った。

第三，アラク・スウルヂ祭祀のなかでもっ

とも重要なのは，「十三年に一度の寅年の血

祭」であった。旗街門からは早い段階で準備

の命令がつぎからつぎへと配布されており，

重視の姿勢が前面にでている。大祭にともな

って，祭殿の更新も慎重にすすめられてい

た。

つぎに実際に祭祀活動にたずさわっていた

祭祀者たちの情報にもとづいて，かつての祭

祀状況を再現してみよう。

3　祭祀者が語るアラク・スウルデの実態

まず，以下でいうlアラク・スウルデ祭祀」

には，スウルデと嘲爪（Btlriy－e）の二つが

含まれることをことわっておきたい。アラ

ク・スウルデと剰机はふだんはそれぞれ異な

る場所でまつられ，寅年の大祭のときにのみ

剰机の方がアラク・スウルデの祭殿に運ばれ

て，共同の祭祀がおこなわれる。場所が離れ

ていても，あくまでも側臥がスウルデの一部

であることに変わりはない。オルドス地域エ

ジンホロー旗（旧ジュンワン旗）でまつられ

てきたチンギス・ハーンの軍神とされる黒い

スウルデも，スウルデと嘲机から構成されて

いる（SayinJi叩1＆畠araldai1983，P．289，

p・308，PP・330－332）。スウルデ祭両肌二は嘲仇

が吸収されたかたちとなっている。

ダルハトたちは，【スウルデとは戟いの守

護神で，嘲帆はその守護神の号令を発するも

ので，そのためスウルデと剰机はひとつの神

器である」と見ている。ロブサンダンジンの

著した『黄金史』第268節にはチンギス・ハ

ーンの死後，その遺体を運ぶ途中，スニト部

のギルーン・バートルの読みあげた「チンギ

ス・ハーン挽歌」が収録されている。その挽

歌にはl赤褐色の種雄馬の髭でつくられた貴

方の露とスウルヂ，貴方の号令を出す太鼓と

ラッパ」とある（IJllbsangdanJin1990，P・127）。

年代記の記述から見れば，スウルデと剰帆の

結びつきは非常に古いのではなかろうか。

3．1アラク・スウルデの移転

アラク・スウルデがまつられていた場所に

ついて，宣教師ヴァン・ヘツケンは，「ォト

1（甲＼心ikHYg－ttluJeJu・こItTいiltil†Yil叩…こ1、▼i圧cr－tl（1－itlltlil・t画lktl－（ltlktlllllかll）tLStluYtu（Iiltllfll）（）1（lll

y油lldこ11－illri（I服Hlこ11一一Iu（lilll（lilYullllljilkiJuぐ糾1日－tltulと＝川l（lt甘ttll）ieig t11－lllil（甘Ll｝（1：（111日l（l乙l（lll

ill、こl（lulu…lHYuC日日1（汀l）ぐ（lt榔rol一・ki心gCilltilki、▼一再il－tlllぐbtll一山HlllHl（Iil（111…r－11－yillSi”－ぐ－yilltilhllH－

il．
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ク旗ナンソ寺の近く」と伝えている（Van

Hecken1963，P．150）。サインジヤラガルら

は「チヤガントロガイ公社（郷）ナンソ大隊

（村）」としている（SayinJi叩l＆Saraldai

1983，P．334）が，行政組織上はマルト公社

（郷）スウルデ大隊（村）の方が正確である

（地図参照）。かつてアラク・スウルデはナン

ソ寺の近くにあったから，人びとは「ナンソ

寺の近くのアラク・スウルデ」と表現してい

た。ナンソ寺はオルドスの名利で，乾隆年間

にはすでにその名が知られていた（Mostaert

1956，pP．86－87）。『内蒙古自治区地名誌・伊

克昭盟分冊』では，「マルト郷の政府所在地

から西南へ9キロのところにアラク・スウル

デの遺跡がある」としている（『伊克昭盟地

名誌』編纂委員会1986，P．389）。

「八つの白い天幕」で構成されていたテン
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ギス・ハーンの祭殿八白宮の代わりに，固定

建築の新しい祭殿が1956年にエジン・ホロ

ー旗に完成した。それまでオトク旗でまつら

れていたアラク・スウルデをはじめ，オルド

ス各地にあった祭殿（eaYan Ordun）がこと

ごとく新築のチンギス・ハーン祭殿に収めら

れた（SayinJi叩1＆畠araldai1983，pp．376－

381）。筆者のインフォーマントたちは，「ア

ラク・スウルデは，当時の自治区政府の最高

指導者ウラーンフの命令でとりあげられた。

ダルハトたちの同意も得ていなかった」と証

言した。嘲帆も同じ時期にエジン・ホロー旗

へ運ばれた。

筆者は1996年3月中旬にアラク・スウル

デの跡地を訪ねた。跡地にはレンガが一面に

散乱し，祭殿を囲んでいた柵の跡も確認でき

た。跡地は北にブルハン・トロガイ（Burqan
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地図　アラク・スウルデ祭祀に関連する地域
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Tolu甲i，神の峠）を背に，西にはササイン・

ホーライ（Sasa車n隼）Yulai，塔のある谷）とい

う平地があり，東にはクレー・トロガイ（K正ei

ToluYai，柵のある峠）がのびやかに広がっ

ていた。南には「大水利」という漠族の農場

が展開されている。1945年ころにスウルデ

の近くが開墾されているという報告があり，

旗街門が調査にのりだしていたことは2．2．5

で述べた。50数年間の歴史的変遷を「大水

利農場」が端的に表している。跡地の近くに

ウクルチン部（Ok血とin Obo†）の牧民が数

戸住んでいる。跡地のある一帯を現在スウル

デとよぶ。

一方，アラク・スウルデの瞬断は，マルト

郷スウルデ（Maltu⊥yinStilde）とよぶ場所か

ら北西へ約90キロ離れたプラク郷ウーティ

のブルテゲ（Uuti一戸n Btirtegei）という地に

1956年までまつられていた。筆者が確認し

たところ，北西から南東へ流れる尻無し河の

東岸の丘にかつて「味軌の祭殿」（Bむiy－e一

戸n eaYan Ordu）があった。現在，祭殿の近

くに嘲机のダルハトで，タングート・ボーソ

ルの息子ムンケが住む。

ダルハトたちによると，1870年代の回民

反乱の前，アラク・スウルデとその嘲机はオ

ルドス地域の北西部，黄河に近いハンガイ山

地IH）で長くまつられていたという。ハンガ

イ山地は黄河をはさんで寧夏の霊武と接して

いたため，霊武周辺が回民反乱軍の拠点と化

した時点で，オルドス地域のハンガイ山地は

真っ先に被害をうけた。回民反乱をさけて，

ハンガイ山地から東のチグァト・オボー

（eibaYatuiyin OboY－a），ウーティへ移転した

のである。チグァト・オボーからナンソ寺付

近に移転したあとも，チグァト・オボーは保

護され，祭祀活動もつづいた。No．20，No．26，

No．29，No．46，No．56など複数の文書がチグ

アト・オボーの祭祀状況を伝えている。

3．2　インフォーマントと祭祀者集団

筆者は1996年春にオトク前旗と後旗を訪

れ，アラク・スウルデについて実地調査をお

こなった。その際，筆者のインフォーマント

になったのは，以下の祭祀者たちである。以

下に述べる祭祀者たちの爵位と職掌に関する

情報はすべてインフォーマントたち自身の認

識に依拠していることを強調しておく。

ボーソル氏

（Bosur，1996年当時67歳，写真1）

オトク後旗エルケト郷（Erkegtittisomu）

エルケト村のマーシンブリド（Masinbtlridti）

という地に住むボーソル氏は，ポロヌート部

（BorunuYud Obo†）の出身である。ボーソ

ル氏の記憶している系譜を以下のとおり示し

た。

勾aba（Min卯Itu爵）

△Altangerel－△SungdiJab－△Bosur

（Mil一群Itu爵）（eargiei爵）（Manglai爵）

△Melteng（Manglai爵）

写真1アラク・スウ　写真2　アラク・スウ
ルデの祭祀者　　　　　ルデの祭祀者
ボーソル氏　　　　　　　ラシノルー氏

18）19世紀末に漢族農民のオルドスへの入殖は，黄河沿岸に沿って浸透する形で進められてきた。そ

のため，黄河沿岸のハンガイ山地は漢族が集中する地域となった。共産党政権が成立したあと，多

数の囚人が送りこまれた．。入殖漢族と囚人たちはハンガイを上海と表記した。現在，この地域は行
政上「上海廟牧場」となっている。
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表3　歴代ミンガト

人　名

B（汀II

Nilrimtili

圭11－il

、トIl）乙lの弟ÅltこIll糾111t・1

▲lltilHgHでl

e（）、・i…Pl11

Erkt▲IllhalTとlI、

在職期　間

＼1バ75．1．2

1～汀5．1．2＼1933．2．23

1933．2．23＼　　り

り　＼1鋸8．5．1

1948．5．1＼1950．3．14

1950．3．1・仁一7（1960牛死去）

り　＼1956

出典：高′如．、仕′フ竹…．＼・仙′冊高ノブ…＝つけ／＝」99日；li。、Ill・氏

のインタヴュー

ボーソル氏によると，祖父アルクンゲレル

とその兄ジャワーは二人ともミンガトであっ

たという。ミンガトはアラク・スウルデの祭

祀者集団ダルハトのなかで，もっとも位の高

い爵である。もうひとりの祖父メルテンはマ

ンライ爵であった。ボーソル氏は筆者に歴代

ミンガトの名を挙げた。それは表2「アラ

ク・スウルデの職掌をめぐる人事」に見られ

るミンガトたちの登場順番と完全に一致して

いた。ボーソル氏の情報と文書記録にもとづ

いて作成した「歴代ミンガト」が表3であ

る。

ボーソル氏がダルハトになったのは17歳

のときであった。祖父アルタンゲレル，祖父

の弟メルテンの二人がそれぞれミンガトとマ

ンライから退いたときに，旗街門によってマ

ンライに任命された。若かったためミンガト

にはなれなかったという。表2N（）．54の文書

で明らかなように，ジャワーの弟アルタンゲ

レルがミンガトをやめたのは1947年5月1

日である。数え年をとるモンゴルの習慣で，

ボーソル氏が17歳になっていたのは事実で

ある。ボーソル氏はムーシャル（Muusir－a）

という人物に弟子入りし，祭祀者としての訓

練をうけた。表2No．44，No．68の文書が示

すように，ムーシャルは1950年3月12日付

でグケー爵から退いている。

ボーソル氏の祖父アルタンゲレルの兄ジャ

ワーは1933年2月23日付でミンガトになっ

93

ているが，アルタンゲレ

ルがミンガトになった年

月を示す文書はない。

ラシノルー氏

（Rasinorbu，1996年当時

64歳，写真2）

オトク前旗プラク郷

（Btlla†Snmu）ウーティと

いう地に住むラシノルー

氏は．ト　ウク　チ　ン部

（TuYein Obo†）の出身で

ある，と自称する。トウクとは旗幡で，「、

チン」は職掌を表し，トウクテンとは「旗手」

の意味である。軍神とされる黒いスウルデ，

モンゴル帝国の象徴たる白いスウルデの祭祀

者集団にも「旗手」と称する職掌集団がある。

かれらは本来さまざまな父系親族集団

（（－bn†）から構成されていたが，祭祀活動に

長く従事したため，固有の父系親族集団名を

忘却し，職掌名を父系親族集団名として名の

るようになった（楊1999，pP．149－154）。ラ

シノルー氏の場合も同じではないかと推察す

る。というのは，ラシノルー氏は筆者に，ア

ラク・スウルデの祭祀者ダルハトは全員トウ

クチン（旗手）であると主張した。かれは同

じ祭祀者であるボーソル氏がポロヌート部の

出身であることを知らなかった。ラシノルー

氏が記憶する系譜は以下のとおりである。

……D川：jr

△Altilllgerel（MiH卯Itll爵）

△Billdill一gSi…hl

」△Tf）bSi叩Clで1－△RiH烏ill（）1、hll

（在Ⅰ一hi爵，（i4歳）

表2No．52の文書が示すように，ラシノルー

氏の祖父ドルジは1946年5月25目付でジュ

ム職に任命されている。さらに，先述のボー

ソル氏の情報，表2と表3から分かるように，

ラシノルー氏の祖父アルタンゲレルは1947

年5月1日付でジャワーの弟アルタンゲレル
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の後任として，ミンガトになっている。この

二人のミンガトは，偶然にも同じ「アルタン

ゲレル」という名前をもっていた。

ラシノルー氏は16歳のときに旗街門によ

ってアラク・スウルデのチェルビ職に任命さ

れたという。

ボーソル氏もラシノルー氏も，自分たちは

「アラク・スウルデの祭祀者ダルハト」血a†

Stllde－yin Darqad）であると自称する。旗街

門からダルハトに任命された委任状は黄色い

絹布に書かれたもので，文化大革命のときに

没収されるまで保存していたという1リ）。ア

ラク・スウルデのダルハトはまた「旗ダルハ

ト」（q）S巾lDarqad）ともいう。この「旗ダ

ルハト」の由来に関する見解は分かれていた。

ボーソル氏は，自分たちはチンギス・ハーン

の八白宮と軍神とされる黒いスウルデをまつ

る「五百戸の黄色いダルハト」と同じく，元

朝のときからつづく集団であるという。1870

年代に回民反乱軍がオルドスに侵入し，アラ

ク・スウルデの祭祀者集団が一時的に離散し

た。反乱がおさまったあと，旗街門はダルハ

トの組織再建に着手し，一一部で再編成された

こともある。それ以来，民間で「旗ダルハト」

ともよばれるようになった。つまり「旗ダル

ハト」との呼び方は1870年代以降のこと，

との解釈である。一方，ラシノルー氏は，清

朝初期から旗が管理し任命権を所有していた

ため，「旗ダルハト」とよばれるようになっ

たと説明した。チンギス・ハーンの末子トロ

イ・エジンの祭祀者ダルハトたちも，ボーソ

ル氏と同様の見解をもっていた（楊1996，

pp．660－663）。筆者はボーソル氏の見解に賛

同する。モンゴルの歴代ハーンは，それぞれ

功績者をダルハトに任命してきた。このこと

をチンギス・ハーンの八白宮祭祀のときに唱

えられる祭史ウチュク（deig）と「黄金の恩賜」

（Altan Ttlgegel）から確認できる（SayinJi叩l

＆Saral。ai1983，PP．103－104，楊1995，PP．30－

31）。清朝時代にも旗札薩克がダルハトを任

命していた，との記録もある（Narasun＆

Vangeu†1998，Pp．121－122）。

ムンケ氏（Mf）ngke，1996年当時47歳）

オトク前旗プラク郷のウーティに住むムン

ケ氏は，タングート部（Tan即しld0b（）†）の

出身である。ムンケ氏の父ボーソル（1993

年に73歳で死去。上記ボーソルと区別する

ため，タングート・ボーソルと表記する）は，

1956年までアラク・スウルデの嘲机をまつ

っていた。ムンケ氏自身は剰机の祭祀および

アラク・スウルデ祭祀における側臥の役割を

見たことはないが，父親のタングート・ボー

ソルから聞いた知識を筆者に語った。

ムンケ氏によると，アラク・スウルデの嘲

臥手（Btlriyeein）はもっぱらタングート部

がつとめていたという。嘲臥手をつとめるタ

ングート部は，「上嘲臥手タングート」

（degedtiBtiriyeein TangYud）と「下側臥手

タングート」（douratu Btiriyeein Tan卯＿ld）

の二部に分かれていた。タングート部の内部

にはさらにパーレン・タングート（Ba甲reng

TangYud），ダシュク・タングート（Da昌uY

Tan釘付d）など複数のサブ・グループがある

という。オトク後旗チヤブ郷あたりは，タン

グート部がもっとも集中する地域で，「チヤ

ブの五百戸のタングートたち」（eab－untabun

JaYun TangYudud）という名で知られていた

（写真3）。周知のとおり，オトク旗は西夏の

故地であった。この地にタシグート部がいま

だに大集団を形成している現象は，注目すべ

きであろう洲）。いずれにしてもムンケ氏は

lt））八日宮の「侶7－Jlの黄色いダルハト」は，フビライ・セチ：r－ン・ハーンが「P苗色い吉」（sir－11bieig）

に任命状を書いたことから，「黄色いダルハト」と称するようになったという（Silyi－lji叩1＆S乙Illとlト

（lili1983、P．415）黄色は柏減と結びついている
2日）モンゴル人はチベットをタングートとよぶこともあるが，ここでいうタンダートはモンゴルの父系

親族集川オボクのことである「
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筆者に，タングート部とアラク・スウルデの　草

嘲机とのつながりを強調していた。

バダマ氏（Badma，1996年当時71歳）

バダマ氏はアラク・スウルデのダルハトで

はなく，同じくオトク旗にあったチンギス・

ハーンの末子トロイ・エジンの祭祀者ダルハ

トである。ウルルグート部（dr16がdOboY）

の出身で，現在シャルブリドという地に住む。

筆者は以前バダマ氏の提供した情報にもとづ

いて，トロイ・エジン祭祀とチンギス・ハー

ンの八白宮祭祀との関連について論じたこと

がある（楊1996，pp．635－708）。

アラク・スウルデの祭祀には，トロイ・エ

ジンの祭祀者ダルハトたちも積極的に関わっ

ていた。詳しくは3．3．2で述べるが，アラ

ク・スウルデの寅年の血祭におけるトロイ・

エジンのダルハトたちの役割についての情報

は，バダマ氏によるものである。

チョグルブ氏（eoTtlb，1996年当時70歳）

マルト郷（Maltu somu）に住むチョグル

ブ氏は，アクタテン部（AYtaeinObo†）の出

身である。アクタとは去勢馬を指し，「、テ

ン」は，職掌を表す。チョグルブ氏の父はム

ーシャル（Muusir－a），兄はウルジナソン

（blJe戸nasun）で，二人ともアラク・スウル

デの祭祀者ダルハトであった。その名を表2

のNo．44，No．68の文書から確認できる。先

に述べたボーソル氏はチョグルブ氏の父ムー

シャルの弟子であった。

チョグルブ氏は幼少のときに出家して僧に

なっていたが，父と兄の影響をうけてアラ

ク・スウルデ祭祀に熱心に参加した。1938

（戊寅）年と1950（庚寅）年の血祭を見たこ

とがある。チョグルブ氏の事例から，アラ

ク・スウルデの祭祀者集団から出家する者も

いたことが分かる。

チョグルブ氏の属するアクタテン部はアラ

ク・スウルデと特殊な関係にある。アラク・

スウルデの跡地から東へ約0．5キロのところ

写真3　オルドス地域オトク旗に居住するタンク
ート部の人びと（1950年代）

写真4　アラク・スウルデの近くに立つ「馬良
誠・顧寿山の碑」

に，「馬良誠・顧寿山の碑」が立つ（写真4）。

アクタテン部出身の馬良誠（AYtaein Boru－

ba甲tur，1910－1948）は少年時代にオトク旗

兵に参加し，馬富綱（AYtaein’BayandorJi，

1912－1989）や顧寿山（1909－1947，61Je戸qutu†）

らとともに漠族の入殖に反対する運動

（Du叩珂ang）に参加した。1948年に国民党

張庭芝部隊との戟いで死亡（『郡托克旗誌』

編纂委員会1995，PP．715－717，pP．942－943）

し，1951年11月23日に頑寿山の遺体ととも

にアラク・スウルデの近くに埋葬されたこと
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写真5「馬良誠・顧寿山の碑」の残がい
モンゴル語と漢語で二人の名前が刻まれている。

が，記念碑に記されている（写真5，6）。馬

良誠の親族によると，馬良誠はアラク・スウ

ルデの近くのイケ・チャイダムという地に住

み，スウルデの祭祀に熱心に参加していたと

いう。戟死後，彼が乗っていた馬はアラク・

スウルデの「神馬」（ongYun mOri）にされ

た。モンゴル人は馬良誠を英雄と見ている。

戟死した英雄の馬をスウルデの「神馬」にす

るのは，古くからの習慣であるかもしれな

い。

上記4人には，筆者が直接面会し，インタ

ビューをしている。以下に述べるアラク・ス

ウルデの祭祀活動に関する情報はすべてこの

4人から得ている。

3．3　祭祀者集団の職掌と管理体制

3．3．1職掌と爵位

アラク・スウルデの祭祀者たちは，自分た

ちの職掌はすべてかつての大ハーンの軍隊内

の「軍職」（eirig－tintusiyal）に由来すると主

張している。祭祀者集団のなかで，グケーと

．～■　　・－・

〟隕　ここ恵　Y
′

ノ
′　こ

坤－サ

ヽ一、一一

・“へ“　　○

写真6「馬良誠・顧寿山の碑」の残がい
「人民のために流血し犠牲になるのは、永遠の光栄であ

る」とある。

いう爵位をもつミンガトがもっとも位階の高

い責任者であったという。

ダルハトたちの認識にもとづいて各職掌の

役割を以下のように整理した。

（1）ミンガト（Min卯tu）：祭祀者ダルハ

トの最高責任者，祭祀活動全般を指揮，運営

する。かつての大ハーンの軍隊内の千戸長に

由来し，清朝時代においては旗札薩克と同等

の地位をもつ。祭祀のときに旗札薩克と並ん

で座る21）権利を有する。

（2）グケー（G6kdge）：ミンガトにつぐ二

番目に位の高い祭祀者。祭祀のときにスウル

デにヒツジの丸煮を献上し，各種経文を唱え

る人。また旗札薩克など高位の参拝者を案内

する係でもある22）。

21）「五百戸の黄色いダルハト」の場合，ミンガトはフビライ・ハーンからダルハトに与えられた職位

のひとつとされる。チンギス・ハーンの軍神黒いスウルデの祭祀者集団内の4番目のヤムタトで，

チンギス・ハーンの軍隊組織に由来する爵位名，官職名である。また，一部のミンガトは二重の爵

位を持ち，グケ一・ミンガト，チェルビ・ミンガトと称していた（SayinJi叩1＆Saraldai1983，Pp．438－
439）。

22）グケーチン（G6keein，G6ktigeein）ともいうC「五百戸の黄色いダルハト」の場合，フビライ・ハ

ーンから八白宮のダルハトに授けられた爵位のひとつとされる。祭祀のときに祭史（6eig）を唱え，
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（3）マンライ（Manglai）：マンナイ（Mangnai）

ともいう。スウルデをはじめ，祭殿全般の装

飾や祭祀器具の製造を担当する2‥与）。

（4）トゥール（TuYul，Tuul，Tuuli）：祭祀

の進行係。またスウルデに酒を捧げる役も兼

ねる21）。

（5）チェルビ（在rbi）：スウルデに酒を捧

げる人ソう）。

（6）ホールテン（q叩lrein）：祭祀のとき

に胡琴（q叩lr）と琴（yat叩扉　を奏でる人。

（7）チヤルギチン（転がin）：チヤルギ

（eargi）という祭祀用楽器を奏でる人。チヤ

ルギとは，マン（Mang，大蛇）の頭をかた

どった9本または11本の木板からなる楽器

で，木板には「天のことば」（tngri－yin ke）e）

が書かれていた。「天のことば」は逐次はっ

きりと読んではいけない。チヤルギを鳴らす

ことは，「天のことば」を読むことと同じ意

味をもつ。祭祀者ダルハトたちに大ハーンか

らの恩賜ヤム（yamtl）を配るときにも，チ

ヤルギを鳴らすご‘i）。

（8）ジローチン（．匝）両in）：アラク・ス

ウルデに献上された「神馬」（OngYun mOri）

の世話をし，祭祀のときに神馬の手綱を手に

もって立つ係である。筆者はこの「神馬」に

関する詳しい情報を入手できなかったが，祭

祀者集団内のアクタチン部と何らかのつなが

りがあるのではないかと想像している。

（9）スウケチン（Stlkeein）：斧手との意味

で，血祭のときに供物ヤギの角を叩く人。
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（10）デグルテン（Degigtlrein）：デグルク

（Degigt止kti）とは片足で跳ぶことを意味し，

デグルテンとは血祭のときにスウルデをもっ

て片足跳びをする人のことである。

（11）ガブシューテン（rabsiYuein）：血祭

のときに供物ヤギの血をスウルデに捧げる

人。

（12）バートル（Bapttlr）：血祭のときに

スウルデを運ぶ人。

以上はダルハトたちが語った職掌である

が，この他さらにナンソ（Nangsu）をあげ

る人もいた。ナンソは本来ラマ僧の称号であ

るが，清朝時代後期に，アラク・スウルデの

祭祀にラマ僧が常時ひとり介入するようにな

ったという。僧ナンソは，祭殿の掃除を担当

していた。ナンソの任命権は旗街門にあった

ことを表2から確認できよう。

オルドス地域にあるもろもろの祭祀活動の

祭祀者たちは，八大ヤムタト（naimanyeke

yamutad）の称号をもつ（SayinJi叩1＆Saral－

dai1983，p．440）。アラク・スウルデのダルハ

トたちも例外ではない。すでに冒頭で触れた

ように，ヤムとは大ハーンから下賜される特

別の恩賜である。ヤムタトとは「恩賜保持者」

との意味で，いわば祭祀者の特権を表す自称

である。表4で示したとおり，アラク・スウ

ルデの場合は，インフォーマントによってか

っての八大ヤムタトの名称についての記憶が

異なっていることが分かる。

人ハ一一ンの詔勅を読みあげる人（S頑1－ji叩1＆Sこ11、と11（1こIil舗3，l）丑封）

2：う）川口戸の甚色いダルハト」の場合，フビライ・ハ一一ンから八旧でのダルハトに授けられた則雄）

ひとつとさjLるし・祭祀情動の符理音のひとり（S血1－拍車＆Silml（lili1983，I）・4ニ34仁
24）フビライ・ハーンから「／汗恒の黄色いダルハト」に与えられた創立のひとつし．モンゴル・ハーン

刷皿の爵位でもある・祭拙二おいて供物の献上を机、1日ノ，儀式の進行係をつとめる（Si1両巾11
＆もー、ill（lili19幻，I）ノ435上

期「侶恒の黄色いダルハト」の場合，フビライ・ハーンから授けられた爵位のひとつとされる　仁

として献洒儀礼を損当するが，役に応じてさらにさまざまな呼び名がある（Silyinji一叫＆S乙u、こ11（lili

1983、I）・∠136）・力一．来J′斗ロイ・エジンの場合，チェルビは祭祀用楽器を奏でる人，といわれて

いた（楊19弧Ⅰ）．661）

2（i）木上トロイ・エジンの祭仙二おいても，チヤルギは「ノミのことば」を唱えるときに用いられる（楊

1996、Ⅰ）・66甘
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表4　ダルハトが記憶する
アラク・スウルデの
八大ヤムタト

B o sM tの 情 報 （1 （）叩 lt）の 情 報

八・1il一群 11－11 M il一群 Itll

T ll†e ill T l叩 11

（；fik 厘 e （ifik t涙 ぐ

～■h llg lili M ilr唱 lili

　　 ●ヽ′●（二ill’g lC 111 　　 ●ヽ／●（‾二 rg lC H 1

（二二C rl）i …q l叩 日、e iH

、Iil（叩 le iH ．I il（叩 Ie ill

り N m lg 、11

チンギス・ハーンの八白宮と軍神とされる

黒いスウルデの祭祀者である「五百戸の黄色

いダルハト」たちは，爵位（eola）と職掌

（ttlSiyal）は明確に区別されている。これに

対して，現在インフォーマントたちが挙げる

アラク・スウルデの八大ヤムタトの名称は，

爵位と職掌とが混同されているのではない

か，との印象をうける。ここで，八白宮およ

び軍神とされる黒いスウルデの祭祀者集団の

社会構造（SayinJi叩l＆呈araldai1983，PP・432

－470）を参考に，想定されるアラク・スウル

デの祭祀者集団の爵位と職掌27）を表5に示

した。

3．3．2　祭祀者集団の管理体制

アラク・スウルデの祭祀者集団が有する

「旗ダルハト」の身分は世襲であった。この

世襲制を裏づける資料のひとつとして，表2

N（）．68の文書を挙げることができよう。ここ

では，グケー爵のムーシャルが退いたあと，

息子のウルジが後任になっている。インフォ

ーマントたちによると，祭祀者ダルハトが死

んだり，不祥事をおこしたりした場合，旗街

門が後任を選定するという。ただし候補はあ

くまでも「旗ダルハト」集団内にかぎられて

いた。

表5　想定されるアラク・
スウルデの祭祀者集
団の爵位と職掌

職

普通の牧民は必ずあるタイジの属民（albattl）

であったのとちがい，祭祀者ダルハトは免税

の特権をもつ「自由の民」であった。身分上

タイジの属民ではなかったが，タイジとのつ

ながりは強固なものであった。その関係を

「ダーマル（Dapmal管事）制度」からよみ

とることができよう。

ダーマル（管事）とは，貴族タイジが担当

する祭祀の名誉的な管理職である。ダルハト

からの情報と文書記録をあわせて検討した結

果，以下の3点が判明した。

第一，アラク・スウルデの祭殿は四角い柵

にかこまれていた。東西南北の四面にそれぞ

れひとりのタイジがダーマル（管事）になっ

ていた。ダーマル（管事）には柵の維持と更

新の義務があった。

第二，ダーマル（管事）には決まった任期

がなく，たとえばバヤスホラン（BayasWlan）

やダランタイ（Dalantai）という人物らの事

例が示すように，何回も任命されることがあ

った。N（，．27の文書で，寅年の血祭にそなえ

て，一度に4人をダーマル（管事）に任命し‾、

ていることから見れば，「十三年に一度の寅

年」にダーマル（管事）全員を交替させてい

たかもしれない。

第三，ダーマル（管事）制度は，チンギス・

ハーンの八白宮の祭祀者である「五百戸の黄

27）以前考察した木上トロイ・エジンの祭祀音集川の場合も，インフォーマントによる爵位と職享の混

同があったのではないかと考えられるが，詳しくは表6を参照されたい．



楊　海某：モンゴルにおけるアラク・ス「＝レデの祭仙二ついて

表6　アラク・スウルデの祭祀者集団と他の集団との爵位比較
アラク ・スウルデ 八日宮の八 ノ車神黒いスウル トロイ ・エジン
の八人ヤムタ ト 人ヤム タト デの八 人ヤムタ ト の八人ヤム タト

M iI一群 Itll 1 11本i 、Ia函 aH g ．ト1蕪 と－1叩

rrl叩11（1111111
またはT llllli）

t lVih llll （二iH g SこIl一g M illlglili

　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（if揖 l絆、 M M 嗜lこIi　　　 T fl‖lF ttl （二ぐrl）i

M i1－1g lとIi ． q ）可iH　　　 M in抑 Itll　〉－－ －－－ 」一・ l）ニー11、（lilH ki、・′－il

（二日、l）i （ifikぐ 巨叩tll （）t（）†1Ⅰ、Il肝 1亡i

一
T uu li　　　　　　 T u llli rl 1111111

q 一一lけJ （二rIth i 「ille i

（：ぐrl）i
⊥ ＿ （；～～k。 ⊥ 」 と 単車 －

出典：ダルハトのインタヴューー　ノ仙川。油川－～川中恒1983，Ⅰ）l）・ノ132寸1（）．

「オルドス・モンゴルの祝し祭軋上1997，Ⅰ）Ⅰ）・66（ト663・

表7　Rasinurbuが記憶するアラク・スウル
デの八大ヤムタトとその最後の担当者

1

職′享名

l）ilWIllこll

Mi日揮Itll

（ihk厘ぐ

（二rl、hi

Mmghi

朋叩l亡iH

Tl叩II

Nと…絆…

最後の損、11音

Bとlyil呵llrIll河i（1951年死去）

（’二（）†′iIllI）111（196仲代兄上）

015ぐViIliISllH（その父はMllllSiトこl）

RこlヽiHm，bll（1996隼、I廿托4歳）

li（）…Il（1996牛、1廿摘7歳）

lll．ml．li

、宣mhli

、ト日、tl

色いダルハト」内にもあった。それは清朝時

代のなかばごろにダルハトの管理を強化する

ために，強制的に導入された制度であり，ダ

ルハト自身がダーマル（管事）をつとめてい

た（SayinJi叩1＆Saraldai1983，P．441）。アラ

ク・スウルデの場合，ダーマル（管事）とい

う名称はやはり清朝時代の産物であろうが，

タイジたちと祭祀とのつながりは，以前から

存在していたにちがいない。

以上，祭祀者集団の爵位と役割分担，集団

の管理体制などについて，主としてダルハト

たち自身の証言にもとづいて述べてきた。な

お，アラク・スウルデ，八白宮，軍神黒いス

ウルデ，末子トロイ・エジンの祭祀者集団を

表8　Rasinorbuが記憶する1950年
代以前のダルハトたちの名
前

RこISiIln・hllの情報

MllllヽiトこI

lミ（）HlIl

rIll叩11

01jci（llaSm1）

、拉）il

JMti…grIでl

（iHllI）il

、トlIlliym一g

EI’kimbil座

Pcrlぐi

文苦記録との照合

N（）．現，68

N（）．69

No．68，69

N（）．／如）

No．54

N（）．33
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比較したのが表6である。また，ダルハトの

ひとりであるラシノルー氏が記憶する八大ヤ

ムタトの最後の担当者を表7に，1950年代

以前の「旗ダルハト」たちの名前を表8にそ

れぞれまとめた。また，文書記録に登場する

アラク・スウルデ祭祀に関わっていたオトク

旗の歴代ダーマル（管事）たちの名前を表9

で示した。

つぎに，かれらのおこなっていた祭祀活動

を再現してみよう。
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表9　アラク・スウルデの歴代ダーマルたち

番号と隼　代　前　什　　後　作

1916．3．9　　Bと＝′；再ill）「lbHllilうHeiH

1917．2．271山一－t）il

Btll、illltYll、

1918．6．13（かllilktltl
191お．11．191111、millilleil1

1922．6．17　Bill▼こl叩11こmg

192（）牛代　Bil†▼こ＝1－（）・111

19二猶．2．26　　　り

（ヱ・＝・lLl＝l

Siuljimi（llll）

li（）llll1（lai

＼iIllこlWIlH1g

qlljilll

liill†こl叩11m－

Sと11・；…111日…（111（111

（二叩ld乙Ii

ltllltll、hatll

（二叩llleil叩1

1928．3．11仁山1日11叩▼ill・（二叩…eil叩1

1944．2．2（）（二叩llleil叩l r）illi…tこIi

二∴二二二：∴∴
59

60

62

6－1

65

1948．9．2日　l）illillltili

194H．1（‾）．16　　　り

1949．6．2　　　　り

19▲√19．6．3　　　　り

19ノ19．6．3　　　　り

7′11195（）．3．24　　　り

l）こllal旺Ii

（二iI唱li

MhllglとIi

Tf●‖11日l明（1i

11（hlHlflljぐi

▲心■hillktl→ig

l恒▼i…、・亡iI’

liil、「乙1呵Il

損、11分野

祭殿のダーーマル

（（l（）l・l咋…－111）叩叩Illlと11）

南側の柵のダーマル

（lll・11（lllt山中1日lこl叩…－llD叩γ…li111

北側の柵のダーーてル

南側の柵のダーー∵ル

チグァト・オボーのダー一一てル

（（二il）岬Itll－、iH（）l）（咋IlHIL）叩叩…lill）

チグァト・オボーのダーマル

賞隼の血祭にともなう什命

チグ∵ト・オボーのダーマル

チゲーテ，ト・オボーのダー一一てル

北側の柵のダーーマル

チダフ卜・オボ一一のダーマル

北側の柵のダーマル

東側の柵のダーマル

東側の柵のダーマル

南側の柵のダー一一‾ノル

西側の柵のダー→てル

・）

出典：（晶脚、仕′フ′√川一日▲ヽ吊′…〝（小川り汀J佑19舗・

3．4　アラク・スウルデの祭祀

アラク・スウルデの祭祀は，大きく「平時

祭」と「寅年の血祭」という二つからなる。

すでに述べたように，アラク・スウルデは

1956年に「文物収集」の名目で政府によっ

てオトク旗からとりあげられ，エジン・ホロ

ー旗に建つ新築の八白宮内に納められた。血

祭は，1950年の庚寅年を最後に，平時祭は

1956年以降中断されていた。中国の改革開

放政策の深化にともない，民族文化の復興も

少しずつ軌道にのりだして以来，様子は一変

した。戊寅年の1998年のとき，オトク前旗

とオトク旗のモンゴル族の長年の強い要望に

答えるかたちで，アラク・スウルデは42年

ぶりに一時的にもとの場所に帰還された。

戊寅年の1998年陰暦11月2日に，アラ

ク・スウルデは八白宮を離れてウーシン旗経

由でオトク前旗マルト郷にあるもとの場所に

運ばれた。地元ではこれを「招請」（jalaqtl）

と表現していた。翌11月3日には盛大な血

祭がおこなわれた。以下，祭祀者たちの情報

にもとづいて，かつて1956年までに挙行さ

れていた平時祭と血祭の様子を復元するが，

1998年の血祭およびその意義については，

稿を改めることにする2H）。

即日99バ隼に復活された血祭については，2（柵牛7肌二冊」二の「アルプス山とチンギス・ハ一一ン」旧浄
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3．4．1アラク・スウルデの形状と平時祭

アラク・スウルデの形状

ダルハトたちによると，アラク・スウルデ

は高さ27尺29）の槍であったという。槍には

赤褐色の種雄馬の髭でつくった垂房（k6g刷

があり，垂房の下には三層の衣（debel）が

巻かれていた。この衣には9×9計81個の

鋼製もしくは銀製のボタンが縫いつけられて

いた。槍の竿（silbi）には「千の目」（mingYan

biligtin）を措いていた。「千の目」は遠方を

透視する威力をもち，敵を撃破する巨力を発

揮するという洲。衣のなかには一枚の絹布

画を入れる。絹布画には白馬に跨った武人の

姿が措かれていた。武人をチンギス・ハーン

だと説明するダルハトもいる。モンゴル帝国

の象徴とされる白いスウルデの祭殿内にも騎

馬武人の絵画が保存され，神聖視されていた

（楊1999，P．144）。いずれも絹布画をスウル

デの神霊（sdlde⊥戸n sak小S）とする見方は

共通しており，ある程度スウルデ祭祀に共通

した特徴であるかもしれない。

スウルデはチョムチョク（eomeu†）とよ

ばれる天幕のなかに立てられ，スウルデの槍

が天幕の天窓から突きでていた。天幕チョム

チョクの大きさは高さ，長さ，幅がそれぞれ

3メートルで，外側を白いフェルトでおおい

かぶせ，内部には黄色いシルクを張っていた。

天幕のまわりには4本の小スウルデ（elei

sude）が立っていた。天幕のかたちは丸み

をおびた正方形，祭殿をチョムチョクとよぶ

点は，チンギス・ハーンの祭殿八白宮と共通

するものである。祭殿は四角い柵に囲まれて

いた。ダルハトたちの証言にもとづいて復元

したアラク・スウルデの祭殿が図1であり，

1998年に一時帰還されたアラク・スウルデ

は写真7のとおりである。
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アラク・スウルデの平時祭

祭殿にはつねに数人のダルハトたちが宿直

として駐在していた。昼夜「永遠の灯明」

（m6ngkeJula）をともし，朝と晩には献香

を欠かさなかった。一年間を通して，つぎの

ような祭祀があった。

（1）新年祭（sin－eJil－dntayilY・a）：

陰暦1月4日におこなわれる。祭祀者集団

の最高責任者ミンガト自らがダルハトたちを

率いて，スウルデに新年の挨拶をする。この

際，前の年の12月に用意したヒツジの丸煮

図1　祭祀者の記憶にもとづいて復元したアラ
ク・スウルデの祭殿

写真71998年に八白宮から「招請」され，もと
の場所に立ったアラク・スウルデ

写真提供－サインジヤ（案音吉亜）

岡大学人文論集』51号，Pp．27－77）で述べている。．
29）一説では33尺．。1111は3尺にあたる二．

30）サインジヤラガルらによると，軍神黒いスウルデの場合は，スウルデの衣に千個のボタンを縫いつ

け，これによって「千の目」を表現したという．こ　アラク・スウルデは「千の目」を竿に描いている

点で，黒のスウルデと異なるという（Sa由一弟叩1＆Sallal。ai1983，P．287，P．33鉦こ
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をひとつ献上する。

（2）春季大祭（qabur－unyeketayilY－a）：

オルドス暦二日）の6月（陰暦3月）21日に

おこなわれる。一般の参拝者も参加し，ヒツ

ジの丸煮を4つ捧げる。

（3）夏宮地の大祭（Jusalang－unyeketa珂Y－a）：

オルドス暦の8月（陰暦5月）6日にダル

ハト全員でおこなう。その年生まれの雄の仔

ヒツジを捧げる。そのため，「仔畜祭」（tfil－

dn taki叶a）ともいう。具体的なやり方は秘

儀とされているため，これ以上の情報を聞く

ことはできなかった。八白宮祭祀においても

仔ヒツジの皐丸をチンギス・ハーンの直系子

孫のタイジたちによって捧げられる儀礼があ

り（SayinJi叩1＆§araldai1983，pP．105－107，

楊1995，P．43），おそらく相似した要素をお

びていたのであろう。

（4）秋季大祭（namur－unyeketayilY－a）：

オルドス暦のトゥルーン・クールル月

（terigtln kf癌eler）すなわち陰暦8月13日に

おこなわれる。ヒツジの丸煮を最低9つ献上

する。

JJ H

（5）冬営地大祭（eblllJiy－e－yinyeketayilY－a）：

オルドス暦のハラ・ホジル月（qar－aquJir），

陰暦11月3日におこなわれる冬営地大祭は，

一年間の祭祀のなかでもっとも大規模なもの

である。旗衝門が任命した数名の貴族ダーマ

ル（管事）たちも，チンギス・ハーン一族を

代表して参列することになっていた。最低9

つのヒツジの丸煮を捧げなければならない。

以上がアラク・スウルデの平時における一

年間の祭祀である。上記の諸祭祀はいずれも

「丸煮の献上」からはじまり，「主君への献香」

（eJensang）と「天のことば」を唱えてから，

「恩賜の分配」（yamtltt豆egek山　をもって終

了する。アラク・スウルデと軍神黒いスウル

デの祭祀とを比較したのが表10である。祭

祀の名称と内容は一部共通するものの，期日

が異なっている。

（6）嘲机の平時祭

アラク・スウルデの剰机はかつて四本あっ

たが，同治年間の回民反乱を経て，清朝末期

から中華民国期にかけては二本になってい

た。側臥は，チョムチョクとよばれる天幕の

表10　アラク・スウルデと黒いスウルデの祭祀比較

住l卜ilStlldCの祭祀名称

1日311

4月4日

6月1（川

7JJ14日

10月3日

12月23日

12日2911

（1乙1btlrJly－a－yilltilyilY－こI

JllSと11こ11甘1111tilyi咋il

ll叩Ⅰ，il†（lllll叩111に中坪とl

tilSilmi1－日a珂γこl

（ycketilyi叶a）

ebtll拘ぐIl－tlt画申l

p1－日ltilyi叶とI

bitt廟HHlC叩11とl（111

till′i咋il

JJII Al叩Stlldぐの祭祀名称

1日引1

3日2111

封j611

射J13日

11日3ll

、ilトビjil一山IlilYHTil

（lこIblltLllHyCkClと中性とI

JllSと11と11甘llllt叩i叶と1

11こ11111け－1111に中小l

Cht11Ji」←ViHtこ11′i咋乙1

出典：l／／√川仙仙…叫叫′イ′、1983．

ダルハトのインタヴュー

：il）オルドス佃二ついては，11（仙川（1937），qlU七lt）i厘（19バ紬，l）Ⅰ）・5【1H）らの山室，論考がある・

モンゴルの歳月名については，小林高槻l；の研究（川57，1）Ⅰ）．55－65）がある・昨今，モンゴルの暦
法をチベットに起源を求める兄力一があるが，モンゴル側の独日の寮料を仁分検討しないで，ひたす

ら外部と結びつける姿勢に疑問を感じる
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なかに収められていた。

祭祀の期日は，上記アラク・スウルデのと

同じで，祭祀のときはそのつど供物としてヒ

ツジの丸煮をひとつ献上していた。ダルハト

のチェルビ爵のラシノルー氏は1953年に一

度剰机の春季大祭に参加したという。

3．4．2　アラク・スウルデの血祭

ダルハトたちが「十三年に一度の寅年の血

祭」と表現する特別な祭祀は，盛大におこな

われていたことを，前章で呈示した文書資料

からもよみとれる。旗街門が早い段階で準備

の命令を度々発しており，血祭を重視する姿

勢は鮮明である。血祭の目的は，「モンゴル

軍の威勢を強め，敵を鎮圧する」ためである，

とダルハトたちが口をそろえて答えるこう2）。

寅年以外に，盗賊や外敵が現れ，非常事態が

発生したときも血祭をおこなうことがある。

軍神とされる黒いスウルデ，モンゴル帝国

の象徴である白いスウルデの場合は，祭祀者

自らが牧民のあいだを巡回し，丸煮などの祭

祀用品を集める（Sa戸nJi叩1＆畠araldai1983，

Pp・310－315，楊1999，P．157）。これに対し，ア

ラク・スウルデの場合は，血祭に使用する祭

祀用品はすべてオトク旗街門が用意する。慣

例では寅年の秋になると，各佐領からヒツジ

とウシを徴収しはじめ，血祭の供物として

9×9計81頭のヒツジを丸煮にし，ウシの丸

煮も3つ使用する。

血祭につどう守護神たち（sakiYuS－ud）

血祭は寅年の陰暦11月3日におこなわれ

る。この日，オトク旗の札薩克は自ら参列し，

オトク旗以外のオルドス六旗は王位継承人，

隣接のウラト部とアラシャン部からは札薩克

もしくは王位継承人が参加することになって

いた。これだけの高位の貴族が一堂に会する

ことは，チンギス・ハーンの八白宮祭祀，軍
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神黒いスウルデ祭祀を除けば，他に類をみな

い空前の規模である。

チンギス・ハーン一族の直系子孫タイジた

ちの他に，オトク旗領内でまつられていた他

の守護神たちもアラク・スウルデの祭殿につ

どう。具体的にはシャルブリドでまつられて

いたチンギス・ハーンの末子トロイ・エジ

ン，エリイェントロガイという地にあったチ

ンギス・ハーンの弟ブケ・ベルグーダィ，イ

ケ・チャイダムという地にあったハサルゆか

りの守護神（写真8）などが集まる。末子ト

ロイ・エジンの祭殿からは巨大な火打ち鎌と

楽器チヤルギ，弟ベルグーダイの祭殿からは

鞍もしくは槍をそれぞれの祭祀者が持参して

くる。イケ・チャイダムのハサルゆかりの祭

殿から何を運んだかは不明である。これらの

守護神はそれぞれ末子トロイ・エジン，弟ベ

ルグーダイとハサルを代表するかたちでアラ

ク・スウルデに集まる，とダルハトたちは説

写真8　イケ・チャイダムに立つ「ハサルの守護
神」（1980年代に復元されたもの）

32）アラク・スウルデはハサルのスウルデである，と理解している人びとは，血祭はタングート（酉夏）

の呪術師を鎮庄するためにおこなわれると説明していた。
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明していた。アラク・スウルデは決して上記

の他の守護神のところへ運ばれることはない

という。その理由として，末子トロイ・エジ

ン，弟ハサルとベルグーダイは，生前にアラ

ク・スウルデを神聖視していたからだとい

う。

ここで末子トロイ・エジンの祭祀者がいか

にアラク・スウルデの血祭に関わっていたか

を，文書と祭祀者ダルハトの証言という二つ

の面から見てみよう。

まず，表1のN（）．19の文書は，1922年6月

29日にオトク旗街門から末子トロイ・エジ

ンの祭祀者ダルハトに出された令状である。

文書には「トロイ・エジンのテンサン・ユル

ールチ・ヤムタトら（ToloiEJen－tieingsang

Irtigeleiyamutad nar）」が全員早目にアラ

ク・スウルデの祭殿に赴き，血祭に奉仕する

ように，と書いている（Narasun＆Vangeu†

1998，P．790）。この年は壬成年で，血祭は非

常事態に対応するためにおこなわれたとしか

考えられない。『オトク旗誌』によると，こ

の時期に反漠族・反腐敗運動（Dt叩1珂ang）

が活発化していた（『郡托克旗誌』編纂委員

会1993，P．16）。旗内の不穏な要素と無関係

ではなかろう。

つぎに，末子トロイ・エジンのダルハトで

あるバダマ氏の経験をふりかえってみよう。

バダマ氏は1950（庚寅）年の血祭に参加し

たことがある。

寅年の陰暦10月上旬に旗街門から血祭に

参加するようにとの命令が届き，さっそく末

子トロイ・エジンの守護神である火打ち鎌と

楽器チヤルギをもって旗街門に出頭する。旗

街門からは「オルドス右翼中旗から尊事に参

加する使者の印」（Ordus－un baraYun Yar－un

dumdadtlq（）SIYun－aea erkim keregtu oruqu

elein－tltemdeg）という令牌：u）をもった役人

が合流し，行動をともにする。末子トロイ・

エジンのダルハトたちは，旗街門で数日間過

ごすが，かれらはここでヤギの皮でつくるダ

スマという綱を用意しなければならない。

ダスマをつくるために，「神に捧げたヤギ」

（on卯lniIm叶a）を屠らなければならない。

普通，「神に捧げたヤギ」は屠殺することは

ないが，チンギス・ハーンの八白宮と，軍神

とされる黒いスウルデの祭祀においては，「神

に捧げたヤギ」が使用される（SayinJi一pl＆

Saraldai1983，PP．110－112，P．311，楊1995，

p．43）。

「神に捧げたヤギ」に向かって火打ち鎌を

打って火花を飛ばす。これによってヤギは清

められたことになる。つづいてヤギの背中に

酸乳と酒をかける。ヤギが身震いをしたら，

新たに神に認知されたことになる。ヤギの腹

腔を開けて屠り，皮が破れないように肉と内

臓類を出して，皮袋（ttlltllll）にする。皮袋

には酸乳と酒を入れて撹拝し，毛をむしりと

る。背筋部分を一本に，胴体の左右部分の皮

をそれぞれ10本ずつ，幅5センチくらいの

皮綱にしたてあげる。21本の皮綱ダスマを

楽器チヤルギの柄に巻いて，アラク・スウル

デの祭殿へ出発する。血祭がおこなわれる

11月3日の10日前に到着しなければならな

い。皮綱ダスマは楽器チヤルギとともに，ア

ラク・スウルデの祭殿内に納められる。楽器

チヤルギは血祭のときに演奏される。ダスマ

の一部はアラク・スウルデの祭殿を更新する

のに使われ，のこりは参拝者にお守り（adis）

として配る。とくに出征時のお守りにするこ

とが多いという。アラク・スウルデは戦いの

守護神であることをうかがわせる。

チンギス・ハーンの八白宮の場合，lチン

ギス・ハーンと妃たちが無事越冬できるよう

に」との目的も兼ねて，チンギス・ハーン一

族の直系子孫タイジたちが皮綱ダスマを用意

していた（SayinJi叩1＆畠araldai1983，P．110）。

二門）このような令牌は清洲甘代のオトク旗に7つあったが，軋在はノ1つしかのこっていない，と地元の

丈化財関係音が誹／つていた
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末子トロイ・エジンの祭祀者ダルハトたちは，

トロイ・エジンを代表する立場にある（楊1996，

P．694）。皮綱の準備作業から見れば，アラ

ク・スウルデに対して，末子トロイ・エジン

が何らかの義務を負わされていたのではない

かと想像する。

上記の守護神の他に，アラク・スウルデの

一部をなす嚇帆も寅年に運ばれてくる。

血祭の供物はジュルドと黒いヤギ

1950（庚寅）年の血祭も盛大におこなわれ

た。オルドスでは共産党政権が成立したばか

りであった。当時オルドスの最高責任者のひ

とり，イケ・ジョー盟の副盟長馬富綱（Aγaein

BayandorJi）が百名あまりのモンゴル人騎兵

隊を率いて参加した。3．2で述べたように，

馬富綱の戟友で，同じアクタテン部出身の馬

良誠は戟死後にその戟馬はアラク・スウルデ

の神馬にされていた。スウルデの血祭にモン

ゴル軍の参加は昔から欠かせなかったとい

う。共産党の幹部になっていた馬富綱もその

伝統を忘れていなかったようである。

まず，アラク・スウルデに9×9計81個

のヒツジの丸煮とジュルド（拍1血）とよば

れる供物を献上する。ジュルド一個は丸煮

81個に相当するもので，寅年の血祭のとき

にしか用いないという。ジュルドにはさまざ

まな種類があり（楊1996，P．697），アラク・

スウルデのジュルドは顎，気管，心臓，肺臓

がつながったままの供物で，「顎ジュルド」

（ereti沖1血）の類に入るという。オルドス

出身のホルチャバートルは，ジュルドは祖先

祭祀を特徴づける供物であるとし（㊥lreabaYatur

1992，pP．5－20），小長谷はジュルドを狩猟儀

礼と結びつけたうえ，ジュルドの使用によっ

て儀礼の聖性が高められていると指摘してい

る（小長谷1991，pP．318－323）。

血祭はスウルデの柵から東南へ9×9すな
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わち81歩離れたところでおこなわれる。こ

こで使用されるのは，「不吉な黒いヤギ」

（belgetigeiqar－aimaY・a）である。黒いヤギ

の口と鼻を手でふさいで，窒息死させる叫。

内臓を口から出し，四肢が皮についたままの

形で胴体から皮を剥がす。このような剥がし

方で，生きていたときと同じような完全な皮

袋（tulum）が得られる。胃袋に血と酒を注

入して（写真9）から，皮袋のなかに入れる。

皮袋の肛門を縫ってから石のうえにおき，皮

袋のうえに顎を切りひろげたヤギの頭をスウ

ルデの方に向けて乗せる。これで血の用意が

できたことになる。

黒いヤギのすぐ近くに供卓がおかれ，その

両側に40人の男が槍をもって二列に分かれ

て立つ。普段は天幕のなかに立っているスウ

ルデをこのときには「招請」しだして，供卓

に乗せる。

二人の「英雄」（Ba甲tur）と二人の「斧手」

（Stikeein），四人のデグルテン（DegigtirEin）

は，右腕を肩から露出して，天幕のところか

ら外の供卓のところまで片足跳びをしてく

る。デグルテンとは「片足跳びをする人」だ，

との説明をうけたが，本来は特別の職掌を指

写真9　血祭りの血を用意する祭祀者－1998年

の血祭の風景。

写真提供－サインジヤ　も賓青書雅）

34）ヤギの殺し方に関するダルハトの記憶は異なっていた。．窒息死させるのではなく，喉を切るとの説

明もあった。軍神黒いスウルデの場合は，黒いヤギの喉を切る方法をとる。．
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すことばであろう。八人は二人ずつ腕を組み，

そのうちの四人のデグルテンは，二本の小ス

ウルデを背負うようにして片足で跳ぶ。イン

フォーマントたちによると，この八人はダル

ハトのなかでも特別な世襲制の集団であると

いうが，かれらに関する詳しい情報は得られ

なかったこち1）。

上記「英雄」ら八人が片足跳びでスウルデ

に近づくとき，別の祭祀者ガブシューテン

（YabsiYuein）が黒いヤギの頭を押す。それに

よってヤギの口から皮袋内の血がスウルデに

向かって噴き出る。八人がスウルデのところ

にきて，二人の「斧手」が斧でヤギの角を叩

き，デグルテンはスウルデでヤギを刺す。別

のダルハトは矢を放ち，剣で刺す演出をくり

ひろげる（写真10）。ヤギの皮袋から出た血

を，「英雄」ら八人が畷り飲む。この際，剰

帆の演奏がおこなわれる。末子トロイ・エジ

ンの専属祝詞師二号（りォトク・ユルールチが楽

器チヤルギを鳴らし，祭史や「天のことば」

を唱える。最後にデグルテンがアラク・スウ

写真10　血祭の供物である「不吉な黒いヤギ」を
犠牲にする風景
写真提供－サインジヤ（賽音吉雅）

ルデを両手でもって，柵のなかに入る。この

とき，柵のなかにいたミンガト（千戸長）は，

デグルテンに「敵をたくさん殺したか」と聞

く。デグルテンは「たくさん殺した」と答え，

スウルデをふたたび天幕に立てる。

血祭の終幕一巻狩

黒いヤギの血をスウルデに捧げてから，祭

祀者ダルハト以外の男たちはウマに跨って，

南西方向へ「千人大猟」（mingYan aba）に

出かけるこち7）。ボル・ギョレース（bonl

g6rtigesti「灰色の獣」との意）という鹿の

一種を狩って，スウルデに献上するためであ

る。20世紀に入ってから，オルドス地域で

は鹿が減ったため，同じ灰色の野ウサギで代

用するようになったという（写真11）。狩っ

た鹿あるいは野ウサギを上記黒いヤギの肉を

写真11血祭りのときの千人大猟で狩った「灰色
の獣」一野ウサギ
1998年の血祭の風景．こ　写真提供一一サインジ

ヤ（■賽音吉雅J

二期デブルチンは今，「弓」という漢字姓をもち，ジラ郷のハルジャン・チャイダム（qll抽－（1頑di11－1）
に住む．二．なぜ，「弓」を漢字姓にしているのかは，不明である。斧手は斧と同じ発汗の「冨」を漢

字姓にしている．こ　かれらは現在，マルト村に住むという．ニ

36）オトク・ユルールチについては楊（1996，PP．666156鋸　を参照されたい二今だに神秘的なイメージ
をもつ祭祀者として伝承されているこ．

37）別のインフォーマントは，女性たちも武装して巷狩に参加するという二



楊　海英：モンゴルにおけるアラク・スウルデの祭小出二ついて

煮た汁に入れてゆで，ヒツジの丸煮と同じよ

うに盛って，スウルデに献上する。81頭も

のヒツジの丸薫は最高級の供物である。その

うえに聖性が高められた供物ジュルド（小長

谷1991，PP．318－323）も併用されている。そ

して最終的には巻狩の成果も捧げられた時点

で，血祭は最高潮に達したといえよう。

鹿を狩って捧げることは，軍神黒いスウル

デと帝国の象徴である白いスウルデの血祭に

はない独特の儀礼である。軍事行動の前にス

ウルデをまつり，大規模な巻狩をおこなう現

象は，『黄金史』第266節など年代記にも見

られる（l」ubsangdanJin1990，PP．122－123）。

また，1950年代までのオルドス七旗の札薩

克たちも，同様のことを挙行していた。アラ

ク・スウルデの血祭の一一・環としておこなわれ

る「千人大猟」は，まさに出陣前の軍事演習

そのものである。逆にいえば，「千人大猟」

は出征を意味し，狩った鹿は戟いの成果，つ

まり軍事行動そのものの再現である，という

ことであろう。

この一連の儀式は午前からはじまり，太陽

が沈むときに終わる。鹿の肉はオルドス七旗

の札薩充に恩賜として配られる。鹿を狩った

人は旗街門から表彰される二坤。献上された

81個のヒツジの丸薫のうち，末子トロイ・

エジンに27個を恩賜として分け与える。

4　結びにかえて

以上，文書資料と祭祀者ダルハトたちから

の情報にもとづいて，アラク・スウルデの祭

祀者集団の構成および祭祀活動の実態につい

て述べてきた。最後に本章ではダルハトたち

を含むモンゴル人が，アラク・スウルデを誰

の守護神と見ているのかを紹介する。また，
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なぜアラク（まだら）とよばれるようになっ

たのかについて，筆者の仮説を呈示し，モン

ゴルの祭祀儀礼におけるアラク・スウルデの

政治的な位置づけをこころみたい。

4．1アラク・スウルデの主宰者は誰なのか

アラク・スウルデは名射手ハサルのスウル

デである，と主張するモンゴル人はアラク・

スウルデ近くのイケ・チャイダムという地に

ある「ハサルの守護神」（写真8）を証拠に

あげる。「ィヶ・チャイダムの守護神」につ

いては，オトク旗の公文書に記録がある。表

1N（）．45の文書は西暦1943年3月5日にオト

ク旗街門から連隊長で梅林章京ブヤンタイと

いう人物に出されたものである。これには

「イケ・チャイダムという地に昔から尊び，

まつってきた名射手ハサル主君とそのオボー

など」（Yeke Cayidam kemektlYaJariJaYur－

aea erkesigti）tln takiYSaYariregsen qlbutu

qlSareJenbemiinktiobuYad）との表現が

ある（Narastln＆Vangell†1998，P．970）。も

うひとつN（）．51の文書は，西暦1946年5月8

日にオトク旗街門から大隊長ボロバートルこ

と馬良誠に出されたものである。これには当

守護神は「荒々しい守護神」（doYSinsittigen）

であるとしたうえで，「名射手ハサル主君の

肖像画と祭殿天幕の覆い，柵などがかなり古

くなった」（¢lbutu¢lSareJen－tiktirtigsittlgen

be eoInCu†btirlyeStlqaslyanJtlil－tld yekede

qaWeiraba）ため，更新するように，との命令で

あった（Narasun＆Vangeu†1998，PP・1002L

lOO3）。馬良誠をはじめ，アクタチン部とア

ラク・スウルデとの関連についてはすでに

3．2で述べた。この文書から見れば，馬良誠

は同時に「ハサルの守護神」とも関わってい

たことが分かる二川）。

ニ呵1950隼捌】L祭のとき，最初にウサギを狩った人はジラ郷タブントUガイに住むブルグ（（晶か）と
いう人物だった

二村）イケ・チャイダムの守護神はラシニーノ（RilヽilliHl－il）代，情艮誠の弟ダルマ（l）llI、‖1こlJ民らによ／）

て復止された（′′古川）1989年から祭祀活動も再聞した　これには八日宮の祭祀首たちも桔師′杓

に友接しているし
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アラク・スウルデの祭祀者たちラシノルー

氏とボーソル氏に，「一ィヶ・チャイダムの守

護神」の性質を確かめてみた。二人はその存

在を知らないと主張した。この二人はおそら

く，祭祀者の立場でアラク・スウルデと　巨、

サルの守護神」の関連を認めたくないのでは

ないか，と筆者は推測している。ダルハトで

はないチョグルブ氏は，いわゆる「ハサルの

守護神」とは，四角い天幕のなかでまつられ

ていた剣であった，と証言している。

では，アラク・スウルデ祭祀にたずさわっ

ていた人たちの見解を見てみよう。ダルハト

のラシノルー氏，自らはダルハトではないが，

ダルハトである父兄に長く追随したチョグル

ブ氏の二人は，アラク・スウルデはチンギ

ス・ハーンの守護神スウルデであると主張す

る。そのうえで，アラク・スウルデがオトク

旗でまつられるようになった経緯について

は，つぎのように説明している。オトクとい

うことばは末子を指すオトゴン（（）dWn）に由

来し，オトク旗は「末子の旗」（0坤）nkf正妃gtln－

tlq（｝SiW）であるという。ここでいう末子と

は，チンギス・ハーンの末子トロイ・エジン

を指す。末子トロイ・エジンの祭殿も同じオ

トク旗にあり，チンギス・ハーンの祭殿八白

宮と密接に関連していた（楊1996，PP．635－

708）。ラシノルー氏とチョグルブ氏は「アラ

ク・スウルデはチンギス・ハーンのスウル

デ，その祭祀の主宰者（tayilY－a－yineJen）は，

末子トロイ・エジンである」との立場である。

上記二人の見解は，モンゴルの末子相続制度

を背景にしている。

もうひとりのダルハト，ボーソル氏はやや

異なる見方をする。かれは，アラク・スウル

デはチンギス・ハーンの守護神であり，祭祀

の主宰者はチンギス・ハーンの弟，名射手ハ

サルであると説明する。かつてチンギス・ハ

ーンがオルドス地域をとおってタングート

（西宮）を征服した際，名射手ハサルは大き

な貢献をした。そのハサルの功績を後世に示

す目的で，チンギス・ハーンは自らのスウル

デをオルドス地域に残し，ハサルにまつらせ

たという。タングート征服という歴史と関連

しているため，アラク・スウルデの祭祀者集

団内にタングート部（Tan卯ld0b（）†）の出

身者も含まれるという。たしかに，『黄金史』

第266節には，チンギス・ハーンのタングー

ト征服時に弟ハサルが同行したという記述は

ある（l」ubsangdanJin1990，PP．12ト125）。タン

グートとの挙れ、におけるハサルの活躍を語る

伝承は，オルドス各地にたくさんある。

アラク・スウルデの主宰者を弟ハサルとす

るボーソル氏であるが，イケ・チャイダムに

ある「ハサルの守護神」との関連は認めない。

このように，祭祀者ダルハトたちの見解は問

題を複雑にしている。全体的に見れば，上記

三人のインフォーマントのなか，ラシノルー

氏とチョグルブ氏の見解は，末子相続という

モンゴルの社会制度との関連を強調している

のに対し，ボーソル氏の意見の背景には年代

記の記述と民間伝承がある。

これ以上アラク・スウルデの主宰者を特定

する情報を入手できなかった。筆者は，以下

二つの点に注目している。まず，末子トロ

イ・エジンの祭祀者ダルハトは昔からアラ

ク・スウルデの皮綱を用意しなければならな

かったことである。これは，末子トロイ・エ

ジンがアラク・スウルデに対して何らかの義

務を負わされていたことを意味しているので

はないか。つぎに，祭祀の恩賜分配を見てみ

よう。寅年の血祭には81個のヒツジの丸煮

が献上され，祭祀の終わりに恩賜として関係

者に分配される。その際，末子トロイ・エジ

ンのダルハトには三分の一を占める27個の

丸煮が与えられる。オトク旗札薩亮には丸貴

がひとつのみであるのに比べると，末子の獲

得した恩賜の量は一段と目立つ。この二点か

ら見れば，末子トロイ・エジンをアラク・ス

ウルデの主宰者とみなす祭祀者たちの見解も

納得できよう。
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4．2　アラク（まだら）という表現の政治的

な意義

アラク・スウルデをなぜアラク（まだら）

とよぶかについて，サインジヤラガルらはつ

ぎのように述べている。アラク・スウルデの

垂房が累と自二色のウマの髭を用いていたか

らアラクとよばれるようになった，という伝

承は事実に反する。ダルハトたちの証言では，

垂房には赤褐色の種雄馬の髭しか使わなかっ

たという。また，スウルヂの槍に北斗七星の

装飾があったことからアラクとよばれたとの

伝聞もある。さらにlチンギス・ハーンは戟

争に行くときは黒いスウルデをたずさえ，平

時には白いスウルデを立て，半戟争半平時の

ときにはアラク・スウルデを立てた」という

言い伝えもあるという（SayinJi叩1＆Saral－

dai1983，P．337）。スウルデの垂房が赤褐色で

あったことは，筆者もダルハトたちから確認

した。北斗七星の装飾は，末子トロイ・エジ

ンの祭殿にもあり（楊1996，P．658），アラク

（まだら）とする根拠にはならない。筆者は

むしろ【半戦争半平時のときにアラク・スウ

ルデを立てた」との伝承の方が重要なヒント

であると考えている。

黒いスウルデは軍神とされ，戦いのシンボ

ルとして年代記に登場する。ある仮説による

と，黒いスウルデは本来チンギス・ハーンの

最強の敵対者ジャムハの軍神であったが，ジ

ャムハを鎮圧したあとにチンギス・ハーンの

軍神になったという（QurEab叩Itur＆tIJtlm－

e1991，P．44）。チンギス・ハーンの名前テム

ジンも敵将の名からとったもので，敵の猛威

を借りようという伝統はたしかにモンゴルに

あり，この仮説にも一理はある。黒いスウル

デはチンギス・ハーン軍のシンボルであり，

軍戒をたもつため決してその分散は許され

ず，唯一オルドスの「五百戸の黄色いダルハ

ト」たちが数百年間にわたってまつってきた

のである。

一万，白いスウルデはモンゴル帝国のシン

ボルである。1206年にテムジンが大ハーン
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の位に即いたときに白いスウルデ（トウク）

を立て，チンギスという称号を与えられてい

たことは『モンゴル秘史』第202節（Eldengtei

＆Ar。可ab1986，P．660）の記録をはじめ，多

くの年代記に同様な記述がある。白いスウル

デは帝国の成立と結びついている。それ以来，

白いスウルデはつねに大ハーンの身辺におか

れてきた（楊1999，PP．135－212）。黒いスウ

ルデを軍神と，白いスウルデを国家の象徴と

する伝統は，現在のモンゴル国にも生きてい

る（楊1999，PP．193－194）。

チンギス・ハーン一族の直系子孫タイジ

は，「白い骨」（eapn yaStl）と称する優越血

筋集団である。国家のシンボルとしての白い

スウルデは同時に「白い骨」集団の象徴でも

ある。「白い骨」出自のチンギス・ハーンー一

族の直系子孫タイジがモンゴル各部を統率す

るように，後世では白いスウルデがモンゴル

各地でまつられるようになっていた（楊

1999，P．193）。

以上のような軍神とされる黒いスウルデと

国家の象徴たる白いスウルデの性質をふまえ

て，アラク・スウルデに関する筆者の仮説を

示しておきたい。ここでいうアラク（まだら）

は，黒と白の象徴性の集約を意味しているの

ではないか。つまり，黒に由来する軍の威力

と白によって示される優越血筋の高貴さが，

アラクとして結合されているということであ

る。いわば，「威力ある白い骨」集団のアラ

ク・スウルデが創出されていた，と理解でき

よう。

アラク・スウルデは誰の守護神なのか，そ

の判断材料のひとつとして，実際に祭祀のと

きに唱えられる祭史晶eig）の内容が，もっ

とも説得力のある根拠になる。ここで，黒い

スウルデと白いスウルヂ，それにアラク・ス

ウルデの三者の祭史において，それぞれのス

ウルデがいかに位置づけられているのかを見

てみよう。まずは黒いスウルデの祭史（qlr－a

Stllde－yintakilYaniieig）である（楊1998，P．87）。
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Deger－e yeren ylStln tngri－den－eee

sedtlktli－dtlr

上の九十九の天から生成し

Istlktiiba甲tur－aeaedtlktldtl

イェスゲイ・バートルからはじめ

yeke suuJalai－ylnlCaYurtu yertenCu－ym

yekeeJenl）（）luやan

偉大な精神の根本となり，世の中の主君

となった

TemuJln Suutu boYda－aEa egtidtlgsen

degerTuYula－yln

テムジン（という）英明聖主から創造さ

れた。上流トウール河の

Yurbanulqun－adebsiktlsaYlaYarmOdun－

tltlJtlgtlr－eee

グルパン・オルクナ（という地で）踊り，

サクラガル木の枝から

tung7an b（）SqaJu temiirtin qadaYStln

ti汀11－yln ttisly－e b（）luYSan

高々と立て，鉄の杭（のように）国家の

支え柱となった（黒いスウルデ）。

ここではまず黒いスウルデの位置づけをテ

ムジンの父イェスゲイ・バートルとも結びつ

けている。文全体は，ハーンが即位した後，

サクラガルという神木の下で部衆が連日踊っ

たという『モンゴル秘史』第57節と第117

節にある記録（El。engtei＆ArdaJab1986，

P・104，PP．303－306）を簡潔に要約しているこ

とが分かる。白いスウルデの祭史もほぼ同じ

語句からなる（楊1999，PP．180－181）。

一方，アラク・スウルデの祭史（AlaYStll。e－

yin takilY－a一戸nileig）にはまったく異なる表

現がある（楊1998，P．91）。

BodanearseeenqaYan－baregtidtigsen

ボダ（ド）ンチヤル・セチェン・ハーンに

よって生成された

BoYla－ylnStildeBorJigintemdeg

聖なるスウルデはボルジギン部の印であ

る。

この祭史では，アラク・スウルデはチンギ

ス・ハーン一族のボルジギン部を生んだ神話

上の祖先ボドンチヤルに由来する，としたう

えで，かつアラク・スウルデは優越血筋集団

ボルジギン部の印（temdeg），象徴であるこ

とを名言している。ボルジギン部の印（象徴）

であるからこそ，おのずからモンゴル軍の威

力としての異色と，高貴な血筋としての白色

を同時に集合させてアラク（まだら）になる，

との位置付けではなかろうか。

ボルジギン部の象徴であるアラク・スウル

デを継承できるのは，すべての財産を受け継

ぐ権利をもつ「炉と火の息子」である末子以

外には考えられない。チンギス・ハーンの八

白宮祭祀，白いスウルデ祭祀とあわせて総合

的に考えても，末子がアラク・スウルデを継

承することには抵触しない。図2はモンゴル

のさまざまな祭祀活動の政治構造を示したも

のである。その構造をつぎのように説明でき

よう。

ホルチャバートルの仮説では，ボドンチヤ

ルが主宰するハーン一族の祖先祭はジュゲリ

とよばれ，それはジュルドという供物を木に

掲げて天をまつり，成員と天のつながりを確

認する特徴をもっていた（㊥lreabaYatur1992，

ppふ23）。のちにチンギス・ハーンによる集

団統合の結果，チンギス・ハーンをモンゴル

族全体の新しい祖先とする八白宮の祭祀が創

造され，政治統合の役割を果たすようになっ

たとき，ハーン一族のジュゲリ祭は傍系のガ

タギン部へと移行し，現在に至るという

（ひlreabaYatur1992，PP．8－9）。
神話上の祖先ボドンチヤルが主宰していた

祖先祭祀がすべて傍系ガタギン部に移行した

という説は，末子相続の社会制度に反してお

り，成立するとは考えられない。黒いスウル

デが吸収されたかたちの八白宮は，全モンゴ

ルの「総合的守護神」（yertlngkei－yinsittlgen）

であり，モンゴル族全体の政治統合を目的と
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ボルジギン部の新しい象徴たる

アラク・ス丁目レデ祭祀

図2　モンゴルにおける祭祀儀礼の政治構造

する。チンギス・ハーンを全モンゴル統合の

象徴としながらも，末子トロイ・エジンの主

宰するハーン一族ボルジギン部内部の祖先祭

祀は「ガリル祭」との名称で，八白宮の春季

大祭の前夜におこなわれる（楊1997，

pp．676－700）。末子トロイ・エジンが主宰す

る「ガリル祭」は，ボドンチヤルの時代にも

あった祖先祭祀ジュゲリの一一一継承である，と

考える方がモンゴルの社会制度に合致してお

り，適当であろう。

ボドンチヤルが主宰していた祖先祭祀を末

子トロイ・エジンが受けついで，ガリル祭に

なった。ボドンチヤルのときにもまつられて

いたボルジギン部のスウルヂは，「白い骨」

たるボルジギン部が支配者になると同時に，

国家のシンボルである白いスウルデに昇格さ

れた。このような再編成のなかで，軍神黒い
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スウルデと白いスウルデ双方の精神を結合さ

せ，全モンゴルの中枢に君臨する末子トロ

イ・エジンが新たに創出したのは，アラク

（まだら）・スウルデではないか。
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